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そうだ！「ほうかつ」に相談しよう2〜4

平成23年
7

2011 July

節電やってみんべぇ6〜7



　「ほうかつって何？」そう思われる方もいるかもしれません。「ほうかつ」とは
「地域包括支援センター」の略称としてよく使われています。
　ここでは高齢者の現状を把握し、地域包括支援センターがどのような活動を
行っているのか分かりやすく紹介していきます。

2

　

世
界
一
の
高
齢
化
社
会
、
日
本
。
本
市
に
お

い
て
も
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
市
の
総
人
口

が
年
々
減
少
す
る
一
方
で
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
が
増
加
し
て
い
ま
す（
表
参
照
）。
65
歳
以
上

の
高
齢
者
の
総
人
口
に
占
め
る
割
合
を
示
す
高

齢
化
率
も
、
本
市
で
は
平
成
23
年
４
月
１
日
時

点
で
22
・
6
パ
ー
セ
ン
ト
と
高
い
値
を
示
し
て

い
ま
す
（
日
本
の
平
成
22
年
９
月
15
日
現
在
の

高
齢
化
率
は
23
・
1
パ
ー
セ
ン
ト
）。

　

高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
寝
た
き
り
の
方
や
介

護
を
必
要
と
す
る
方
を
抱
え
る
世
帯
、
ま
た
、

核
家
族
化
に
よ
る
単
身
世
帯
や
高
齢
者
の
み
で

構
成
さ
れ
る
世
帯
な
ど
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
介
護
の
問
題
や
高
齢

に
よ
る
健
康
上
の
問
題
な
ど
、
家
族
だ
け
で
は

解
決
で
き
な
い
こ
と
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
に
、
皆
さ
ん
の
味
方
に
な
っ
て
く
れ

る
の
が
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
の
で
す
。

　

 

本
市
の
高
齢
化
の
現
状

行田市の高齢者人口の移り変わり

市の人口

17,500

18,000

18,500

19,000

19,500

85,000

85,500

86,000

86,500

87,000

87,500

平成
20年度（人） 平成

21年度
平成
22年度

平成
23年度

市の人口

65歳以上人口

18,096

87,421

18,708

86,823

19,146

86,335

19,385

85,719
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
で
暮
ら

す
高
齢
者
の
生
活
を
、
介
護
や
健
康
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
面
か
ら
支
援
す
る
た
め
の
拠
点
と
し
て
、

市
が
社
会
福
祉
法
人
お
よ
び
医
療
法
人
に
事
業

を
委
託
し
て
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
に
は
、
保
健
師
、
主
任
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
社
会
福
祉
士
な
ど
の
福
祉
の
専

門
職
員
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
人
や
家
族

か
ら
の
相
談
に
対
応
し
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
自
宅
や
地
域
で
安
心
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ

う
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
チ
ー
ム
と

な
っ
て
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
本
人
や
家
族
か
ら
の
相
談
を
受
け
た

後
、
本
人
に
必
要
な
支
援
が
提
供
さ
れ
る
よ
う

に
、
次
の
４
つ
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

権
利
擁
護
事
業

　

介
護
者
の
負
担
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
の

介
護
者
教
室
の
開
催
や
、
地
域
の
民
生
委
員
や

相
談
協
力
員
と
連
携
を
図
り
、
高
齢
者
虐
待
の

未
然
防
止
や
早
期
発
見
の
た
め
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
な
ど
に
よ
る
判
断
能
力
の
低

下
な
ど
に
よ
り
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
り
、
消
費
者
被
害
に
遭
っ
た
り
し

て
い
る
高
齢
者
の
生
活
を
守
る
た
め
、
成
年
後

見
制
度
の
利
用
の
促
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

　

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
で
、
要
支
援

１
・
２
と
判
定
さ
れ
た
方
に
対
し
て
介
護
予
防

プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
本
人
に
必
要
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

　

介
護
認
定
は
受
け
て
い
な
い
も
の
の
、
日
常

生
活
を
送
る
の
に
何
ら
か
の
支
障
の
あ
る
方
に

は
、
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
に
関
す
る
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
の
相
談
に
対
し
て
、

助
言
・
支
援
を
行
い
、
高
齢
者
の
生
活
の
質
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

総
合
相
談
事
業

　

本
人
や
家
族
、
地
域
の
方
か
ら
の
保
健
・
福

祉
・
介
護
な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

受
け
て
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

適
切
な
情
報
提
供
や
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
を

行
い
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
支
援
し

ま
す
。
相
談
は
電
話
や
窓
口
の
ほ
か
に
訪
問
で

の
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
っ
て

　
　
　
　
　

  

ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　

 

具
体
的
に
は
何
を
や
る
の
？

相談内容 件数

 介護の相談（具体的な介護方法など） 960

 介護保険の相談（申請・プラン作成など） 2,648

 施設入所に関する相談 348

 特定高齢者に関する相談（説明・プラン作成など） 203

 認知症などの医療的相談 289

 その他内科疾患などの医療的相談 990

 経済的な相談 221

 高齢者福祉サービスの相談 368

 障害者福祉サービスの相談 76

 若年などで介護・福祉サービスを受けられない方の相談 21

 その他（上記に当てはまらないもの） 1,475

合  計 7,599

相談内容別件数（平成22年度）

あなたの地区の地域包括支援センターはココ
　市では、３カ所に地域包括支援センターを設置しています（図参照）。自分の地区の担当地域包括支
援センターを確認のうえ、気軽にご相談ください。

地域包括支援センター

壮 幸 会
住所 ： 下忍1162ー14
電話 ： 552ー1123

地域包括支援センター

緑 風 苑
住所 ： 須加1563
電話 ： 557ー3611

地域包括支援センター

まきば園
住所 ： 白川戸275
電話 ： 550ー1777

行田市地域包括支援センター緑風苑

行田市地域包括支援センター壮幸会

行田市地域包括支援センターまきば園

担当地区　
　北河原、須加、太田、長野、　
　佐間
ひと言
 「地域の相談窓口としてご利
　 用ください」

担当地区　
　忍、行田、荒木、星河、星宮、
　南河原
ひと言　
 「ご相談お待ちしています」

担当地区　
　太井、持田、下忍、埼玉
ひと言　　
 「気軽な相談窓口としてご利
　 用ください」
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Ｑ. 地域包括支援センター
に相談しようと思ったきっ
かけを教えてください。

佐登子さん「数年前に左
大
だいたい

腿骨を骨折した時、主
治医から『リハビリのた
めにデイサービスを利用
したらどうですか』と提
案され、地域包括支援セ
ンターに相談するように
なりました」

Ｑ. 地域包括支援センターに相談してよかったことを
教えてください。

希一さん　「介護サービスで玄関に手すりをつけてく
れるなど、自分たちでは思いつかなかった情報を与え
てくれたり、自分たちの生活を一緒に考えてくれた
りしたことがとてもうれしかった。地域包括支援セン
ターの相談員がいてくれてとても心強かったです」

   地域包括支援センターがあって 
   心強いです

　単身で暮らす高齢者や高
齢者夫婦だけで暮らす世帯、
認知症を患う高齢者がいる
世帯が増えていることを感
じます。最近は、認知症の
方に対する介護の仕方やそ
の病気による消費者被害を
受けていることについての
相談を受けるケースが多く
なってきています。
　特に介護の相談について、

症状が重くなる前に相談してくれればもっといい方向に
導いてあげられたケースもたくさんありますので、ぜひ
介護認定を受ける前から気軽に相談してください。
　地域によって、相談内容や人と人とのつながりが異な
りますが、高齢者が安心した生活を送るためには、地域
とのつながりを強くし、情報を発信しやすい環境や人間
関係をつくることが大切だと思っています。ですから、
「あれ？おかしいな」と思ったり、ちょっとでも困った
ことがあったりしたら、すぐに私たち地域包括支援セン
ターに相談してください。

  ささいなことでも 
私たちに相談を

田沼　希一 さん　
　　　佐登子さん　　
　　　 （北河原）

行田市地域包括支援センター緑風苑
主任介護支援専門員（ケアマネージャー）

栗原　幸江 さん

　私たち地域包括支援センター
相談協力員は、自治会長および
民生委員からの推薦を受けて、
さまざまな支援を必要とする高
齢者などの見守り活動を行って
います。具体的な活動としては、
高齢者に健康状態を確かめるな
ど声を掛けて情報交換を行った
り、各地区で開催されるいきい
きサロンに民生委員や自治会長
と共に参加したりして、地域の高齢者の状況を把握し
ています。また、地域包括支援センターで開催する研
修に参加し、高齢者との関わり方や認知症の実情など
の知識を深めています。
　しかし、日々の生活の中でどこまで高齢者と深く関
わりを持つべきか分からなくなることも。そんな時に
地域包括支援センターがフォローをしてくれるのであ
りがたく感じています。
　私たちは地域包括支援センターと連携を密にしてい
ます。どんなささいなことでもご相談ください。責任
を持って地域包括支援センターへの橋渡しを行います。

   地域包括支援センターと
   高齢者を結ぶパイプ役

いきいきと安心して
暮らせるまちに

　高齢者の皆さんの周りには、地域包括支援センターを
中心に、行政、地域包括支援センター相談協力員などさ
まざまな方があなたの生活を気にかけています。
　何か不安なことや気になることがあったら１人で悩ま
ず、「そうだ！ほうかつに相談してみよう」と気軽に各地
区を担当する地域包括支援センターに話をしてみてくだ
さい。親身になってあなたと一緒に考えてくれます。
　これからも地域包括支援センターが地域での中核機関
となって、医療機関、介護サービス事業者、民生委員お
よび地域のボランティアなどと手を取り合って、高齢者
の方が住み慣れた地域で安心して暮らしていけるように、
地域福祉の推進に努めていきます。

▶問い合わせ　
　高齢者福祉課高齢福祉担当
 （内線223）

地域包括支援センター
相談協力員

坂本　由枝 さん
（佐間）

特集　そうだ！「ほうかつ」に相談しよう
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熱中症に注意しましょう！
　暑い環境にいることで、体温の調整ができなくなる
ために起こる熱中症。重症の場合は、命にかかわること
もあります。
　特に高齢者は、暑さやのどの渇きに対する感覚に鈍
く、体に熱がたまりやすい特徴があります。
　今年の夏は、電力不足による節電が求められていま
すが、行き過ぎた節電は熱中症にかかる恐れがありま
すので、無理のない範囲で節電に取り組み、熱中症を
予防しましょう。

熱中症予防の４つのポイント
　　　ポイント１　
　　　こまめに水分をとりましょう
  ・ 目安は、最低でも１日１リットル以上
  ・ 運動前後、食事や入浴後、就寝前など時間を決めてとる
  ・ 水やお茶でもＯＫ
  ・ 汗をかいたときは、塩分も一緒に補給   ※高血圧などの病
　 気により、塩分制限が必要なこともありますので、主治医に相談
　 してください。

　注目  アルコールは、体内の水分を出してしまうため水分補給にはなりません。

　　　ポイント2　
　　　上手に暑さに対処しましょう
  ・ 涼しい服装で、体温の上昇を抑える
  ・ 食欲がなくても、３食規則正しく食べて体調を整える

【室内】 ・ 直射日光を避けるためにすだれなどを掛ける
　　    ・ 窓を開けて風通しをよくする
　　    ・ エアコンと扇風機を一緒に回す
　注目  熱中症は、室内でも多く発生していますので、寝ているときも注意が必要です。

【屋外】 ・ 炎天下での外出は避け、朝・夕などの比較的涼しい
　　　　時間帯に外に出る
　　    ・ 帽子や日傘、暑さ対策グッズなどを上手に活用する
　注目  打ち水をすると外気温が２℃下がるといわれています。

　　　ポイント3　
　　　気になる症状があったら、すぐに医療機関へ
　熱中症の症状は、体のだるさ・食欲低下・めまい・吐き気・頭
痛など。症状がひどいときには、意識がなくなることもあります。
体調が悪いと感じたら、すぐに医療機関を受診しましょう。

　　　ポイント4　
　　　家族や近所でも声を掛け合いましょう
　自分のことはもちろん、家族や近所の方など周りの人の体
調に気を配りましょう。特に、集団活動の場では、お互いの体
調に気を付けましょう。

もし熱中症になってしまったら
  ・ 風通しのよい日陰や涼しい場所に
　 移動する
  ・ 衣服を緩めて、体を楽にする　
  ・ 冷やしたタオルを脇の下や足の付け根に置き、体を冷やす
  ・ スポーツドリンクや食塩水などの水分を補給する

▶問い合わせ　高齢者福祉課高齢福祉担当（内線２２３）
　　　　　　　または保健センター ☎553ー0053

共
同
指
令
セ
ン
タ
ー
で
受
け
ま
す  

あ
な
た
の
１
１
９
番

　

10
月
１
日
㈯
か
ら
、
本
市
と
熊
谷

市
は
、
共
同
指
令
セ
ン
タ
ー
で
救
急

や
火
災
な
ど
の
災
害
情
報
を
受
信
す

る
通
信
指
令
業
務
の
共
同
運
用
を
開

始
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
次
の
よ

う
な
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
で
き
ま
す
。

【
メ
リ
ッ
ト
１
】
通
報
お
よ
び
災
害

発
生
地
点
を
迅
速
に
特
定

 

「
発
信
地
表
示
シ
ス
テ
ム
」
に
よ

り
、
固
定
電
話
や
Ｉ
Ｐ
電
話
、
携
帯

電
話
か
ら
の
通
報
に
も
対
応
し
、
通

報
地
点
お
よ
び
災
害
発
生
地
点
の
特
定

を
迅
速
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
メ
リ
ッ
ト
２
】
出
動
体
制
の
強
化

 

「
車
両
動
態
位
置
管
理
装
置
」や「
自

動
出
動
指
定
装
置
」
に
よ
り
、
災
害
発

生
地
点
か
ら
最
も
近
い
消
防
車
、
救
急

車
な
ど
を
瞬
時
に
選
定
し
、
出
動
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
現
在
よ
り
速
や
か
な

現
場
到
着
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

両市の災害発生状況などの情報を一元管理

共同指令センター

熊谷市内 行田市内

熊谷市内
119番

行田市内
119番
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や
っ
て
み
ん
べ
ぇ

楽しくお得に節電しましょう

家庭の
節電対策

市の
節電対策

オフィス
の節電対策

節
電

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
夏
期
に
は
大
幅
な
電
力
不
足
が
生

じ
る
見
通
し
で
す
。
電
力
は
家
庭
・
事
業
所
と
も
に
、
平
日
午
前
９
時

か
ら
午
後
８
時
の
ピ
ー
ク
時
に
は
15
％
節
電
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
節
電
は
被
災
地
の
支
援
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の

夏
、
15
％
の
節
電
を
目
指
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
無
理
の
な
い
範
囲
で

「
節
電
対
策
」
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

家庭とオフィスの節電対策メニュー
参考：資源エネルギー庁「家庭の節電メ

ニュー」「小口需要家の節電行動計
画の標準フォーマット」

※かっこ内の数値は電力削減率。節電効果の
記載値は在宅世帯の日中の平均消費電力
（家庭）、建物全体の消費電力に対する想
定値（オフィス）。

 エアコン
・室温は28℃が目安。（10％減）
・“すだれ”や“よしず”などで窓からの日
差しを和らげましょう。（10％減）

・無理のない範囲でエアコンを止め、扇
風機を使いましょう。（50％減）

 冷蔵庫
・設定を「強」から「中」に変更したう
え、扉を開ける時間を減らし、食品を
詰め込まないようにしましょう。

　（２％減）

 テレビ
・省エネモードに設定し、画面の輝度を
下げ、必要なとき以外は消しましょう。
（２％減）

 待機電力
・リモコンではなく、本体の主電源を切
り、長時間使わない機器はコンセント
からプラグを抜きましょう。（２％減）

 空調
・執務室の室温を28℃または風通しなど
に配慮して28℃より引き上げましょう。
（４％減）

・使用していないエリアは空調を止めま
しょう。（２％減）

ステップアップ
・換気ファンの一定時間の停止などで外気
取り入れ量を調整しましょう。（５％減）

・ブラインド、遮熱フィルム、ひさしな
どで日光を遮りましょう。（３％減）

・冷凍機の冷水出口温度を高めに設定し、
動力を削減しましょう。（２％減）

 ＯＡ機器
・長時間席を離れるときは、電源を
切るかスタンバイモードにしま
しょう。（3％減）
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や
っ
て
み
ん
べ
ぇ

楽しくお得に節電しましょう

家庭の
節電対策

市の
節電対策

オフィス
の節電対策

節
電

　７月７日（木）は「埼玉県節電の日」です。市民、事業者、行政が一体とな
り、より一層の節電の取り組みをお願いします。
　また、県では、次のような節電事業を行っています。皆さんも楽しくお得に
節電を行ってみませんか。

 「一日環境によいことをする日」を
決めて、チェックシートをもとに、
省エネ・省資源など環境に配慮した
生活を送り、自らのライフスタイル
を見直してみませんか。
　市では、「エコライフＤＡＹ」に参
加する自治会、団体、企業を募集し
ています。

▶対象　参加者３人以上の自治
会、団体、企業

▶ そ の 他 　 県 温 暖 化 対 策 課 ホ
ー ム ペ ー ジ （ h t t p : / / w w w .
pref.saitama.lg. jp/page/
ecolifeday.html）からは個人単
位で参加できます。

▶申し込み・問い合わせ  
　7月29日（金）までに環境課環境

政策担当☎556―9530

　７月から８月にかけての１カ月間、電気使
用量の削減率や少なさを競うコンクールです。
成績優秀者には、表彰のうえ、電動ハイブ
リッド自転車などの素敵な商品が贈呈されま
す。今年の夏は、環境にも家計にもやさしい
電気のダイエットに取り組みましょう。

▶申し込み　環境課で配布している応募用紙
（県ホームページよりダウンロード可）に
必要事項を記入のうえ、9月20日（火）まで
に郵送またはFAXで県家庭の電気ダイエッ
トコンクール事務局【郵送】〒336―0021 
さいたま市南区別所１―１―16 東京電力株
式会社浦和営業センター２階【FAX】048
―749―1218【県ホームページ】http://
www.pref.saitama.lg.jp/page/h23diet.
html

▶問い合わせ　同課環境政策担当 ☎556―
9530

夏のエコライフＤＡＹに
　　　        ご参加ください

家庭の電気ダイエットコンクール

お願いします ごみの減量化
　家庭ごみの焼却施設においても、15％の節電が求めら
れているため、ごみを減らすようお願いします。

 照明
・日中は照明を消して、夜間も照

明をできるだけ減らしましょう。
（５％減）

 ジャー炊飯器
・早朝にタイマー機能で１日分まとめ

て炊いて、冷蔵庫に保存しましょう。
（２％減）

 温水洗浄便座（暖房便座）
・便座保温・温水のオフ機能、タイマー
　節電機能があれば利用しましょう。
・上記の機能がなければコンセント
　からプラグを抜いておきましょう。

（いずれかで１％減）

 その他
・複数の事業者で交代で休業しま

しょう。（７グループに分けて輪番
で週２休業にした場合…14％減）

 照明
・執務エリアの照明を半分程度間引

きしましょう。（13％減）
・使用していないエリアの消灯を徹

底しましょう。（３％減）

「
緊
急
節
電
対
策
」の
実
施
（
９
月　

日
ま
で
）

①
市
の
施
設
の
節
電

・
昨
年
ピ
ー
ク
時
の
電
力
を
15
％
以
上
削
減
す
る｢

節
電
行
動
計
画｣

を
施
設
ご
と
に
作
成　

・
職
員
一
人
ひ
と
り
が
節
電
に
取
り
組
む
「
節
電
対
策
ア
ク
シ
ョ

ン
」
を
実
行　

・
各
所
属
に
「
節
電
推
進
員
」
を
設
置　

・
ク
ー
ル
ビ
ズ
を
前
倒
し
で
実
施　

・
水
曜
日
の
「
ノ
ー
残
業
デ
ー
」
を
徹
底　

②
そ
の
他

　

電
力
需
給
が
逼ひ
っ
ぱ
く迫

し
、
計
画
停
電
の
お
そ
れ
が
高
ま
っ
た
時
に
は

 

「
需
給
逼
迫
警
報
」が
発
令
さ
れ
ま
す
。
そ
の
際
は
、
防
災
行
政
無

線
に
よ
り
警
報
発
令
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
さ
ら
な

る
節
電
の
実
行
と
計
画
停
電
に
対
す
る
心
構
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ  

企
画
政
策
課
政
策
担
当（
内
線
３
０
８
）
ま
た
は
防

災
安
全
課
防
災
担
当
（
内
線
２
８
２
）

30
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　投票できる方
　今回の選挙で投票できる方は、次の要件を備えている方です。
・日本国籍を有する方
・平成３年８月１日以前に生まれた方
・選挙人名簿に登録されている方
・平成23年４月13日以前から行田市に住所を有している方
※平成23年４月14日以降に埼玉県内の他の市町村に転出した方（１回のみ）で、行田市の選挙人名簿に登録さ

れている方は、「引き続き県内に住所を有する旨の証明書」または「住民票の写し」があれば行田市で投票で
きます。

7月31日（日）は埼玉県知事選挙の投票日です
～投票時間は、午前7時から午後８時まで～

　投票所「入場券」は郵便で
　投票所「入場券」は、告示日にあわせて各家庭に郵便でお届けします。入場券は、投票所の混雑緩和のた
めに発行するものです。届いた入場券は開封して切り離し、それぞれご本人の分をお持ちください。万一、
入場券が届かなかったり、紛失したりしたとしても、選挙権のある方は投票することができます。（入場券が
届いていても、転出などにより投票できない場合があります）
※入場券を紛失してしまった方は、投票日当日に投票所の係員に申し出てください。
※入場券に点字シールを貼って発送することができますので、ご希望の方は早めに選挙管理委員会までご連

絡ください。

　投票所
　投票は、投票所入場券に印刷してある投票所で行ってください。なお、７月５日以降に市内で住所を変更
した場合、前の住所における投票所での投票となりますのでご注意ください。
※転居したときは、入場券が届かない場合があります。転居するときには郵便局に届け出を行ってください。

投票区 投　　票　　所 投票区 投　　票　　所 投票区 投　　票　　所
第 １ 投票区 商 工 セ ン タ ー 第11投票区 長 野 公 民 館 第21投票区 藤 原 町 中 央 会 館
第 ２ 投票区 中 央 小 学 校 第12投票区 桜 ヶ 丘 小 学 校 第22投票区 太 田 公 民 館
第 ３ 投票区 持 田 公 民 館 第13投票区 星 河 公 民 館 第23投票区 地 域 文 化 セ ン タ ー
第 ４ 投票区 西 小 学 校 第14投票区 谷郷小橋団地集会所 第24投票区 富士山農村センター
第 ５ 投票区 太 井 公 民 館 第15投票区 北 小 学 校 第25投票区 埼 玉 公 民 館
第 ６ 投票区 泉 小 学 校 第16投票区 星 宮 公 民 館 第26投票区 野 文 化 セ ン タ ー
第 ７ 投票区 南 小 学 校 第17投票区 北 河 原 公 民 館 第27投票区 下 忍 公 民 館
第 ８ 投票区 佐 間 公 民 館 第18投票区 下中条農村センター 第28投票区 南 河 原 公 民 館
第 ９ 投票区 婦 人 ホ ー ム 第19投票区 須 加 公 民 館 第29投票区 犬 塚 集 会 所
第10投票区 東 小 学 校 第20投票区 荒 木 公 民 館

　ご利用ください期日前投票
　投票日に次のような理由がある方は期日前投票ができます。
・仕事や親族の冠婚葬祭などの予定がある方
・レジャーなどのため、自分が住んでいる投票区の区域外に旅行、滞在する方
・病気、出産、身体の障害などのため、歩行が困難な方
・市外の住所に居住している方(県外の場合は投票できません）
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※投票の際には、投票所に用意されているカード(宣誓書兼請
求書)に住所、氏名、生年月日を記入し、性別および期日前
投票を行う理由の一つに○印をつけて提出していただきま
す。なお、入場券が届いている場合は入場券(入場券がない
場合は身分証明書)をお持ちください。

※カードを事前に記入して持参したい場合は、選挙管理委員
会へ問い合わせください。

《投票期間および投票時間》　 7月15日(金)～30日(土)
　　　　　　　　　　　　　　 午前8時30分～午後8時
《投票所の場所》 市役所庁舎西側に設置された仮設建物

市役所庁舎

産業文化会館

国道125号線 市役所入口

浮き城の径

至郷土博物館

出入口出入口

期日前投票所

　点字投票
　目の不自由な方は点字で投票することができま
す。この場合、点字で投票を行う旨を投票管理者に
申し出てください。

　代理投票
　身体の障害などで、自分で投票用紙に記入できな
い方のために代理投票の制度があります。投票管理
者に申し出ることにより、自分の投票したい候補者
の氏名を投票所の係員が代理で記入し、投票しま
す。期日前投票でも代理投票は可能です。

　ご覧ください選挙公報
　選挙公報は、投票日の前日までに新聞折り込みで
各家庭にお届けします。また、新聞を購読していな
い場合は、市役所、各地域公民館などに選挙公報を
備えておきますので、ご利用ください。
※直接または郵送による配布を希望される方は、選

挙管理委員会へご連絡ください。

　不在者投票
　一部の病院や老人福祉施設に入院・入所中の方、
出張などで市外に滞在していて投票できない方のた
めに、施設、市外の選挙管理委員会で投票を行う不
在者投票の制度があります。詳しくは、施設または
選挙管理委員会へ問い合わせください。

　こんな投票は無効です
　せっかく投票しても、次のようなものは無効となりますので、ご注意ください。
・所定の用紙を用いない投票
・候補者でない者の氏名を書いた投票
・２人以上の候補者の氏名を書いた投票
・候補者の氏名のほかに余計なことを書いた投票
・自分で書かない投票
・誰の氏名を書いたか分からない投票
・白紙の投票
・単に雑事、記号、符号を書いた投票

　選挙の開票
▶日　　時　７月31日（即日開票）午後９時から
▶場　　所　総合体育館

　投・開票速報
　投・開票状況については、選挙期日にテレホンサービスを行います。
☎0180－994－855（通話料が掛かります）
　なお、市ホームページにも掲載します。

▶問い合わせ　選挙管理委員会（内線219）

ご利用ください、携帯サイト
　埼玉県選挙管理委員会の
携帯サイトでは、立候補速
報のほかメールマガジンの
登録も行えます。

【ＱＲコード】
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放射線量の測定を開始しました
　市内における放射線量の状況を把握、監視するために放射線量の測定を開始しました。計測した測定値については、当
分の間「市報ぎょうだ」や市ホームページで公表します（土・日曜日、祝日を除く）。
　公表する数値は、県が公表するものと異なる場合がありますが、これは、測定機器の違いや測量環境などによるものです。

放射能量の人体への影響
（放射線量の量 ※単位はマイクロシーベルト）

1回 通算

250,000

100,000

50,000

50

600

6,900
2,400

25万マイクロシー
ベルト以下では治
療を必要とする障
害は報告されてい
ません。

緊急作業従事の場
合に認められてい
る上限（年間）

放射線業務従事者および
防災に係る警察・消防従
事者の上限（年間）

胸部X線コンピューター
断層撮影検査（CTスキャン）

胃のX線検診

胸のX線検診

1人当たりの自然放射線（年間）

・宇宙から……0.4
・大地から……0.5
・食物から……0.3
・空気中のラドン＊
　から…………1.2

＊空気中に存在する天然の放射性物質

放射線測定値（参考値）
【測定個所】消防署本署地内　【測定高】１ｍ　

　その他の測定個所の測定値についても健康被害が懸念さ
れる放射線量ではありませんでした。

▶問い合わせ　防災安全課防災担当（内線282）

測定日 測定時間 天　候 　測定値（ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ）

６月20日
午前９時 曇り 0.17

午後３時 曇り 0.12

　台風や集中豪雨が発生しやすい時期になりました。水害
に備えて事前の対策をしっかり行い、家庭ぐるみ、地域ぐ
るみで被害を最小限に抑えましょう。

気象情報に注意し、安全対策の確認を
・テレビやラジオ、市や防災関係機関からの気象情報（大

雨警報・注意報など）に注意しましょう。
・浸水に備えて、家財道具は安全な場所へ移動しておきま

しょう。
・日ごろから避難（場）所の位置や非常持出品を確認してお

きましょう。※避難（場）所、非常持出品の一覧は、「行
田市防災ガイドブック」または市ホームページ（防災情
報）をご覧ください。

洪水ハザードマップを活用しましょう
・自宅や職場などが洪水時に、どのくらいの浸水が予想さ

れているか確認しておきましょう。※洪水ハザードマッ
プは市ホームページ（防災情報）でも確認できます。

長雨や大雨時は排水量を抑えましょう
・できるだけ風呂や洗濯の排水を控えて、少しでも下水道

を流れる水量を減らしましょう。

水害が発生したら次の点に注意し、早めに避難してください
・高い場所に避難しましょう。
・エレベーターや車を使わないようにしましょう。
・水圧でドアが開かなくなることがあるため、外へ早めに
　避難しましょう。
▶問い合わせ　防災安全課防災担当（内線282）

お済みですか
家庭での万全な水害対策

　東日本大震災で被害を受けた家屋などのがれきを、緊急
的対応の一環として６月末まで受け入れを行いましたが、
７月以降は屋根瓦のみの受け入れを行います。

▶日　　時　７月１日から毎週金曜日 午前９時～正午、
　　　　　　午後１時～４時
▶場　　所　小針焼却場建設予定地
▶対　　象　被災により、り災証明書の発行を受けた市内在

住の方。またはその方から依頼を受けた業者。
▶方　　法　搬入する前日までに、電話などで環境課に申

し込みを行い、当日り災証明書の写しを持参
のうえ、同焼却場建設予定地まで直接搬入し
てください。

▶注　　意　屋根瓦に付属する土の受け入れは行いません。
▶問い合わせ　同課環境業務担当☎556―9530

７月からは東日本大震災で被害を
受けた屋根瓦のみ受け入れます

　小針クリーンセンターでは、７月19日(火)から29日
(金)まで、焼却施設の補修を予定しています。この期間は
燃やせるごみの直接搬入はできませんので、ご注意くだ
さい。

▶問い合わせ　彩北広域清掃組合☎559―3641

燃やせるごみの直接搬入を
一時中止します
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４
月
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
市

税
を
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
休

日
・
夜
間
、
時
間
を
問
わ
ず
納
付
で
き
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
納
期
限
を
過
ぎ
た
納
付
書
な
ど
、
取

り
扱
い
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
収
納
担
当
（
内
線

２
３
６
・
２
３
７
）

　

４
月
28
日
付
で
発
送
し
ま
し
た
、
平
成
23
年

度
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
の
軽
自
動
車
税
納

税
証
明
書
（
継
続
検
査
用
）
に
記
載
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
。

（
誤
）
車
両
（
標
識
）
番
号
欄
が
＊
と
な
っ
て

い
る
も
の
及
び
金
融
機
関
の
領
収
日
付
印

の
な
い
も
の
は
納
税
証
明
書
と
し
て
使
用

で
き
ま
せ
ん
。

（
正
）
有
効
期
限
欄
が
＊
と
な
っ
て
い
る
も
の

及
び
金
融
機
関
の
領
収
日
付
印
の
な
い
も

の
は
納
税
証
明
書
と
し
て
使
用
で
き
ま
せ

ん
。

　

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
市
民
税
担
当
（
内
線

２
３
５
）

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　
　

コ
ン
ビ
ニ
納
税

お
詫
び
と
訂
正

不
用
品
情
報

　

市
で
は
、
資
源
の
有
効
利
用
と
ご
み
の
減
量

化
を
図
る
た
め
、
ま
だ
使
え
る
も
の
の
仲
介
を

行
う
不
用
品
登
録
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

品
物
は
無
料
。
登
録
期
間
は
３
カ
月
で
す
。

◎
さ
し
あ
げ
ま
す

▽
テ
レ
ビ
ボ
ー
ド
（
コ
ー
ナ
ー
用
）
▽
食
卓
い

す
（
乳
幼
児
用
・
低
）
▽
パ
イ
プ
ベ
ッ
ド　

▽

果
実
酒
び
ん　

▽
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー　

▽
調

乳
ポ
ッ
ト　

▽
フ
ー
ド
ス
ト
ッ
カ
ー　

▽
湯
た

ん
ぽ
（
乳
幼
児
用
）
▽
歩
行
器　

▽
ベ
ビ
ー
ベ

ッ
ド　

▽
洋
服
た
ん
す　

▽
子
ど
も
用
剣
道
防

具　

▽
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー　

▽
本
棚（
小
︶

▽
プ
ラ
ン
タ
ー　

▽
テ
ー
ブ
ル（
低
）
▽
電
子
レ

ン
ジ　

▽
い
す
（
学
習
机
用
ピ
ン
ク
）
▽
エ
ア

コ
ン　

▽
プ
ー
ル（
子
ど
も
用
）
▽
電
機
掃
除
機

　
◎
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

▽
自
転
車
（
大
人
・
折
り
た
た
み
）
▽
イ
ン
タ

ー
ホ
ン
（
カ
ラ
ー
モ
ニ
タ
ー
付
き
）
▽
テ
レ
ビ

（
地
デ
ジ
）
▽
テ
ー
ブ
ル(

キ
ャ
ス
タ
ー
付
き
）

▽
う
す
・
き
ね
一
式　

▽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ

ン　

▽
石
油
ス
ト
ー
ブ　

▽
水
槽　

▽
電
子
ド

ラ
ム　

▽
カ
メ
ラ
（
一
眼
レ
フ
・
デ
ジ
タ
ル
）

▽
将
棋
セ
ッ
ト　

▽
囲
碁
セ
ッ
ト　

▽
整
理
た

ん
す　

▽
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト　

▽
芝
刈
り
機

▽
ミ
シ
ン
（
家
庭
用
・
職
業
用
）
▽
こ
た
つ
セ

ッ
ト　

▽
人
体
模
型
（
被
服
用
）
▽
家
庭
用
耕

運
機　

▽
車
い
す　

▽
マ
イ
ク
ロ
レ
ー
ダ
ー

▼
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
環
境
業
務
担
当

　

☎
５
５
６―

９
５
３
０

 

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
５
３―

０
７
９
２

東日本大震災により被害を受けられた方へ
所得税や市県民税の軽減などの措置をご存じですか？

災害減免って？
　災害によって受けた住宅や家財の損害金額（保険金な
どにより補てんされる金額を除きます）がその時価の２
分の１以上で、災害に遭った年の所得金額の合計額が
1,000万円以下の時において、その災害による損失額
について雑損控除を受けない場合は、災害減免法により
その年の所得税が次のように軽減されるかまたは免除さ
れます。

▶問い合わせ　
・すでに平成22年分の所得税の確定申告書を提出され

た方、またはこれから確定申告書を提出する方は行田
税務署☎556－2121(音声案内)

・平成23年度（平成22年分）市・県民税の申告のみをさ
れる方は税務課市民税担当（内線231、232）

　東日本大震災により、住宅や家財などに損害を受けた
方は、雑損控除か災害減免のどちらか有利な方の適用を
受けることができる場合があります。また、東日本大震
災により生じた損失について、平成22年分または平成
23年分のどちらかを選択して、雑損控除あるいは災害
減免の適用を受けられるようになりました。

雑損控除って？
　納税者本人またはその方と生計を共にする配偶者やそ
の親族で、その年中の総所得金額等の合計額が38万円
以下の方が所有する住宅や家財について、災害または盗
難もしくは横領により、損害を受けた場合に受けられる
所得控除のことです。
　次のＡ、Ｂいずれか多い金額が雑損控除額になります。

　Ａ(差引損失額)－(総所得金額等)×10％
　Ｂ(差引損失額のうち災害関連支出の金額)－５万円

   用語解説
・差引損失額＝損害金額＋災害関連支出の金額－保険金な
　どにより補てんされる金額
・損害金額とは、損害を受けた時の直前におけるその資産
　の時価を基にして計算した損害の額
・災害関連支出の金額とは、災害により滅失した住宅、家
　財などを取り壊しまたは除去するために支出した金額など

　所得金額の合計額 　軽減または免除される所得税の額

　500万円まで 　所得税の額の全額

　500万円～750万円 　所得税の額の２分の１　

　750万円～1,000万円 　所得税の額の４分の１
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未
来
を
ひ
ら
く
人
材
と
文
化
を
は
ぐ
く
む

教
育
行
政
重
点
施
策
を

�

紹
介
し
ま
す

　

教
育
委
員
会
で
は
、「
第
５
次
行
田
市
総
合
振
興
計
画
」を

踏
ま
え
、「
未
来
を
ひ
ら
く
人
材
と
文
化
を
は
ぐ
く
む
ま
ち
づ

く
り
」の
実
現
を
目
指
し
て
８
つ
の
柱
を
定
め
、
各
種
施
策
を

展
開
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
平
成
23
年
度
に
取
り
組
む
主
な
事

業
を
紹
介
し
ま
す
。

家庭・地域の
教育力向上と
幼児教育への支援

学びの環境にあふれる
生涯学習の推進

スポーツと
文化・芸術
活動の振興

世代間交流事業（寺子屋事業）
　幼児や小学校低学年の児童およびその保護者を対象に、高齢者から地元に伝わ
る民話や昔話などを聞いたり、昔の遊びを体験したりする事業を開催します。
放課後子ども教室の開催
　放課後に小学校の教室などを活用して、子供たちの安全な活動拠点を設け、地
域の方々の参画を得て、遊びやスポーツ、文化活動、地域住民との交流活動など
の取り組みを行います。

公民館施設整備事業
　（仮称）桜ヶ丘公民館の建設、星河公民館の耐震補強および外部
改修、地域公民館のトイレ改修などを行います。
行田市民大学の開催
　市民の方に生涯学習の場を提供し、一人ひとりが輝き、豊か
な地域社会づくりに貢献することを目的に行います。
行田市生涯学習ボランティア人財情報バンクの充実
　豊かな知識、経験、技術を持った市民の方に、生涯学習ボラ
ンティアとして市に登録してもらい、市民の方からの要請に応
じ、指導者または支援者として紹介します。

【スポーツ】
「第61回市民体育祭」の開催
　総合公園自由広場を会場とし、市内全15地区の参加により開
催します。
「第55回“浮き城のまち行田”駅伝競走大会」の開催
　競技力の向上と競技スポーツの振興を図るため、総合公園およ
び周辺周回コースを会場に、１本のたすきを５人の仲間で継走し
ます。
【文化･芸術】
行田市文化祭「レインボーフェスティバル」の開催
　行田市文化団体連合会加盟団体が、広く市民の方に鑑賞の機会
を提供し、市民文化の高揚を図るために行います。
「公募行田市美術展」の開催
　美術に親しむ方の創作意欲および鑑賞による豊かな心の育成を
図り、市の文化の発展に寄与するために行います。

少人数学級編制事業
　市費負担教職員により、小学１年生から３年生までお
よび中学校全学年を対象として少人数学級編制を行い
ます。
小学校英語活動および小・中学校連携の推進
　国の基準では小学校高学年で行う英語活動を、市で
は小学１年生から導入しています。また、英語活動の小・
中学校の連携を進めます。
特別支援教育体制整備事業
　障害のある児童・生徒の自立や社会参加に向けて、学
習や生活上の困難を改善・克服するため、必要な支援を
行います。
小・中学校施設整備事業
　南河原中学校屋内運動場の耐震補強工事、荒木小学
校および西中学校の校舎外部改修工事などを行います。
教育研修センター研修事業の推進
　教職員対象の研修事業を通して、専門職としての資質
と指導力の向上を図り、確かな学力を育成します。
臨床心理士による市内全小学校への巡回支援の推進
　児童一人ひとりの健やかな成長を願い、臨床心理士を
伴って市内全小学校を訪問し、個別に教育的な支援を
行います。
地場産物を利用した給食の推進
　行田産米「彩のかがやき」や行田産の旬の野菜を使っ
たメニューを推進します。

1.

3.

4.

確かな学力と生きる力を
はぐくむ学校教育の推進2.
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第25回企画展「兜～武将のシンボル～」の開催
　戦場での活躍を誇示するために作られ
たさまざまなデザインの兜

かぶと

を展示します。
「わがまちの宝物２」展の開催
　郷土博物館で県内東部の代表的な指定
文化財を集めて展示します。
伝統文化子ども教室への支援
　次世代を担う子供たちに、伝統文化を
体験・習得する機会が提供されるよう支
援します。
「行田市史資料編古代・中世」の刊行
　「行田市史資料編古代・中世」の編集、
刊行を行います。

13

�34「市長への手紙」

意　見
　簡易放射線量測定器の貸し出しを
してほしい。

回　答
　簡易測定器による計測であっても
一定の知識を必要としますので、個
人や団体への貸し出しは予定してい
ません。
　測定結果については、市ホーム
ページや「市報ぎょうだ」で公表し
ていますので、その数値を参考にし
てください。

このコーナーは、手紙や電子メールなどにより市長へご意見・ご提言などをいただいたもの
の中から、その一部を紹介するものです。 ▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線 318）

意　見
　小学４年生から６年生は、１クラ
ス 40 人と国が定めているが、40
人以下の場合でも２クラスにできな
いのか。

回　答
　小学４年生から６年生までの学
級編成は、国の標準法に基づいて、
40人学級を実施しています。
　そのため、児童数が40人以下の
場合は、２クラスに分けることはで
きませんが、各教科の学習に少人数
指導を取り入れるなど、子供たちの
学力向上に努めています。

意　見
　市内循環バスの時刻表が変更と
なったため、乗り換えが不便になっ
た。以前の時刻表に戻してもらうか、
改善をしてもらいたい。

回　答
　平成23年４月１日から、南大通り
線コースを含めた６路線で運行を開
始しましたが、それぞれの路線の特
色を生かせるよう、運行開始前にダ
イヤの設定およびコースの見直しを
行いました。
　平成23年度は、実証運行期間と
位置付けて運行しています。本年度
中に利用者調査などを実施し、皆さ
んからの意見などを参考として、路
線やダイヤなどの検証を行います。

5.歴史と文化を大切にする教育の推進

子ども大学ぎょうだの開催
　ものつくり大学や企業、NPO、市、県が連携して、子
どもの知的好奇心を満足させる学びの機会を提供し
ます。

6.思いやりのある青少年の育成

ジュニア･リーダー研修会の開催
　子供たちのリーダーとして、子供たちの良き理解者および子どもと
大人との懸け橋になる中学生・高校生を育成するため、主に中学生を
対象とした研修会を行います。
郷土かるた大会の開催
　「彩の国21世紀郷土かるた」の競技を通し、ふるさとについて正
しく学び、郷土を愛する心や礼儀正しさを育てるために行います。

7.
知的資源を
生かした
教育の推進

8.
一人ひとりの
人権を尊重した
教育の推進

行田市人権教育講演会の開催
　人権問題を解消し、差別のない社会を築くため、市
民の方の人権尊重精神の高揚を図ることを目的に、講
演会を開催します。
人権教育推進員の設置
　人権に関する法律の主旨に基づき、人権を尊重する
社会の実現を促進するために設置します。

▶問い合わせ　教育総務課☎５５６−８３１１
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　市長室での記念撮影や議場の見学、消防署でのはしご車試
乗体験や忍城おもてなし甲冑隊とのふれあいなど、普段なか
なか体験することができない企画で皆さんをお迎えします。

▶日　　時　８月12日（金）午前10時～午後４時
▶見学場所　市長室、議場、郷土博物館、消防署、古代蓮会

館、総合教育センター
▶対　　象　市内の小学生とその保護者または責任者
▶定　　員　20人（応募者多数の場合は抽選）
▶参 加 費　無料　※ただし、昼食は各自で用意のこと
▶そ の 他　古代蓮会館で昼食を予定しています。
　　　　　　※売店やうどん店の利用可
▶申し込み・問い合わせ　７月29日（金）
　　　　　　までに電話または市ホーム
　　　　　　ページ掲載の電子申請で広
　　　　　　報広聴課広報広聴担当
　　　　　　　　　　　（内線318）

〜行田ワクワクツアー〜
市内施設めぐり

ちょっと変わった筆箱を作ろう
▶日　　時　７月16日（土）午後１時～３時　
▶内　　容　木材で道具箱の形の筆箱を作る　
▶対　　象　小学生以上　
▶定　　員　30人　
▶参 加 費　500円

グラスブラストでコップに絵を描こう
▶日　　時　７月23日(土) 午後１時～４時　
▶内　　容　グラスブラストでコップに絵を描く　
▶対　　象　小学生以上　
▶定　　員　30人　
▶参 加 費　500円

▶場　　所　いずれも ものつくり大学
▶申し込み・問い合わせ　同大学☎564―3895

行田市民
「おもしろものづくり教室」

　埼玉県に残された貴重な文化財の中から、行田市など県
東部地区１５市町の国・県・市町指定文化財の数々を紹介
します。

▶開催期間　７月16日(土)～９月４日（日）※月曜休館（た
だし7月18日（月）は開館し19日(火)は休館）

▶場　　所　郷土博物館
▶開館時間　午前９時～午後４時30分（入館は午後４時まで）
▶入 館 料　大人200円、大学・高校生100円、小・中学生50円
　　　　　　団体料金（大人160円、大学・高校生80円、小・中

学生40円）※団体は20人以上
▶出品市町　行田市、加須市、羽生市、春日部市、越谷市、久喜

市、八潮市、三郷市、蓮田市、吉川市、幸手市、白
岡町、宮代町、杉戸町、松伏町

▶出品予定資料　・黒浜式土器（蓮田市、県指定考古資料）
　　　　　　・酒巻15号墳出土埴

はにわ

輪（行田市、県指定考古資料）
　　　　　　・鷲宮神社文書（久喜市、県指定有形文化財）
　　　　　　・神楽講大絵馬（加須市指定有形民俗文化財） など
▶主　　催　東部地区文化財担当者会、行田市郷土博物館
▶問い合わせ　同館☎554－5911

夏の展示
「わがまちの宝物２」

▶日　　時　７月30日（土）午前10時～11時30分　
▶場　　所　児童センター遊戯室　
▶内　　容　紙粘土で貯金箱作り　
▶定　　員　30人（先着順）　
▶対　　象　幼児以上の方　
▶参 加 費　500円（材料費）
▶申し込み・問い合わせ　直接または電話で同センター
　　　　　　☎554―5706

貯金箱をつくりましょう

酒巻15号墳出土埴
はにわ

輪（県指定文化財）



■2011.7.1  ■行田市役所／TEL556-1111

第18回　市民祭・行田浮き城まつり第18回　市民祭・行田浮き城まつり
▶期　　日　７月23日(土)・24日(日)
▶場　　所　国道125号歩行者天国
　　　　　　区域ならびに県道行田
　　　　　　蓮田線

前夜祭交通規制略図

埼玉りそな
銀行川島書店

武蔵野銀行

行田市駅

国道
125
号

23

警察入口臨時バス停（佐間経由吹上駅行）
産業道路臨時バス停（佐間経由吹上駅行）

※駐車場はバスターミナルをご利用ください。＝ Ｐ
※朝日バス「佐間経由吹上駅行」は産業道路経由に、
　「前谷経由吹上駅行・熊谷駅行」は行田市駅前経由
　になります。

車両全面通行禁止区域（歩行者天国）
路線バス・市内循環バスのみ通行可

午後6時～7時のみ車両全面通行禁止区域
（歩行者天国）

規制時間帯バス迂回路
（午後1時から最終まで迂回します）

日時 7月24日　 午後3時30分～9時30分

〈凡　例〉

愛宕神社前臨時バス停（熊谷駅行、前谷経由吹上駅行）
旭町臨時バス停（佐間経由吹上駅行）
浄水場入口臨時バス停（佐間経由吹上駅行）

迂回路
（大型車は市内通行できませんので迂回をお願いします）

う   か い

  さきたま
  古墳公園

至
鴻
巣

水城　
   公園

前夜祭の交通規制も
あります
7月23日（土）
午後4時～9時30分

大型車
迂　回

大型車
迂　回

至熊谷

至熊谷・深谷・高崎

至熊谷

国道17号熊谷バイパス

至さいたま

国道125号

至羽
生

武  

蔵  

水  

路  

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い

行
田
中
央
支
店

農 

免 

道 

路

至鴻巣

至加須・栗橋

至熊谷 国道125号行田バイパス

南  

大  

通

東照宮

コミセ
ン

消
防
本
部

行
田
警
察
署

産　

業  　

道　

路

浄水場
東小

南
小

文

文

新
町
通
り 八幡神社

埼玉りそな
銀行

〒

行田市駅

市
役
所
産
文

市
内
循
環
バ
ス
迂
回
路

朝
日
バ
ス
迂
回
路

前
谷
経
由
吹
上
駅
行

熊
谷
駅
行

朝
日
バ
ス
迂
回
路

文
行田中

2

3

4

5

警備本部

1

写真店

そ
ば
屋

バスターミナル

佐
間
経
由
吹
上
駅
行

P

P

P

P

交通規制略図

▶催 し 物 【23日(土)前夜祭】浮き城横丁フリーマーケット、ステージイベント
　　　　　 【24日(日)市民祭】浮き城だんべ踊り、ステージイベント、山車の
　　　　　　　　　　　　　　  たたき合い　
　　　　　　※内容に多少の変更の場合あり
▶主　　催　行田浮き城まつり実行委員会
▶問い合わせ　同実行委員会 ☎090ー3318ー4295　

15

▶日　　時　７月27日（水）
　　　　　 【午前の部】午前９時～正午　　　　　
　　　　　 【午後の部】午後１時30分～４時30分
▶場　　所　元荒川水循環センター（桶川市小針領家
　　　　　　939）
▶内　　容　下水処理施設の見学、水質実験の体験　
▶対　　象　小学生とその保護者　
▶参 加 費　無料　
▶申し込み　７月21日（木）までに（株）埼玉県下水道公社
　　　　　　北部支社庶務担当☎048―728―2011

～夏休みの自由研究にピッタリ～
夏休み親子下水道教室

▶日　　時　８月５日（金）午前９時～午後４時30分
▶場　　所　消防本部ほか
▶内　　容　レスキュー訓練、放水訓練、応急手当訓練、災害体験
▶対　　象　市内の小学４年生から６年生
▶定　　員　100人（先着順）
▶持 ち 物　昼食、飲み物　
▶参 加 費　100円（傷害保険料）
▶申し込み　７月27日（水）～29日（金）に直接消防本部
▶問い合わせ　同本部☎556―3005

夏休みの思い出に
一日消防士体験
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少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
な
ど
に
よ
る
家
庭

教
育
環
境
の
変
化
お
よ
び
情
報
化
、
消
費
社
会

化
の
進
展
な
ど
生
活
環
境
の
変
化
は
、
青
少
年

の
意
識
や
行
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
青
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
が

複
雑
多
様
化
す
る
中
、
い
じ
め
や
不
登
校
、
喫

煙
、
深
夜
徘は

い
か
い徊

な
ど
の
非
行
、
さ
ら
に
は
、
児

童
虐
待
事
件
や
児
童
ポ
ル
ノ
事
件
な
ど
に
よ
る

被
害
児
童
数
の
増
加
な
ど
、
少
年
の
非
行
防
止
、

保
護
の
両
面
に
お
い
て
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
７
月
を
「
青
少

年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
」(

内

閣
府
主
唱)

と
定
め
、
家
庭
、
地
域
、
学
校
、

行
政
な
ど
が
協
力･

連
携
し
て
、
青
少
年
の
非

行
・
被
害
防
止
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

　

出
会
い
系
サ
イ
ト
、
学
校
裏
サ
イ
ト
、
迷
惑

メ
ー
ル
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
な
ど
青
少
年
に
と

っ
て
有
害
な
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は

ん
ら
ん
し
て
い
ま
す
。
有
害
な
情
報
の
閲
覧
を

制
限
で
き
る
「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
」
を
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

　

刑
法
犯
少
年
の
検
挙
人
員
は
年
々
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
人
口
比
で
は
成
人
の
約
５
倍
を
超

え
、
依
然
と
し
て
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
組
織
的
か
つ
計
画
的

な
補
導
活
動
な
ど
を
展
開
し
、
飲
酒
や
喫
煙
、

深
夜
徘は

い
か
い徊

な
ど
の
不
良
行
為
を
行
っ
て
い
る
少

年
の
早
期
発
見
に
努
め
、
的
確
な
助
言
お
よ
び

指
導
な
ど
を
行
う
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
青
少
年
に
対
す
る
「
日
常
の
あ
い
さ

つ
」や「
気
遣
い
の
声
掛
け
」を
実
践
し
ま
し
ょ

う
。

　

青
少
年
や
そ
の
保
護
者
・
家
庭
が
必
要
な
と

き
に
相
談
し
、
非
行
の
兆
候
を
見
逃
さ
ず
に
受

け
止
め
、
少
年
が
非
行
に
陥
っ
た
り
、
犯
罪
被

害
に
遭
っ
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
警
察
、

児
童
相
談
所
、
福
祉
事
務
所
、
教
育
研
修
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

青
少
年
の
非
行
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
家

族
の
ふ
れ
あ
い
や
家
庭
の
し
つ
け
、
地
域
の
教

育
力
が
大
切
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
が
、
常
に
青
少
年
の
育
成
に
関
心
を
持
ち
、

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
非
行
防
止
推
進
活
動
を
す

る
こ
と
で
、
未
然
に
青
少
年
犯
罪
を
防
ぐ
な
ど
、

青
少
年
が
夢
を
持
て
る
明
る
い
社
会
が
開
か
れ

て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
明
る
い
社
会
の
実
現
の

た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

ひ
と
つ
く
り
支
援
課
生
涯
学

　

習
担
当
☎
５
５
６―

８
３
１
９

７
月
は「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
」で
す

７
月
は「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
」で
す

地
域
ぐ
る
み
の
補
導
活
動
を

強
化

ご
利
用
く
だ
さ
い　

各
種
相
談
事
業

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
な
し
は
Ｎ
Ｇ

青
少
年
が
夢
を
持
て
る

明
る
い
社
会
を

悩み事  ご相談ください

　行田市福祉事務所家庭児童相談室

　家庭や学校での子どもにかかわる悩み事、どん
な事でも気軽にご相談ください。
▶相談日　月～金曜日（祝日を除く）午前８時30

分～正午および午後１時～４時
▶相談内容　性格や習慣、知能や言葉、集団生活、不

登校、非行、虐待、家族関係、家庭環境、心身障害
▶相談方法　来室、電話、訪問
▶問い合わせ　子育て支援課家庭児童相談室（内線

268）

　行田市立教育研修センター

　幼児から高校生とその保護者・教育関係者から、
日常生活や就学など教育上の相談を受け付けます。
▶相談日　月～金曜日（祝日、年末年始を除く）

午前９時～正午および午後１時～５時
▶相談方法　電話、面接
▶問い合わせ　行田市立教育研修センター下忍分

室☎555―0788　　

　埼玉県警察

　お子さんの非行、家庭内暴力、いじめ、犯罪被
害などでお困りの保護者の方や、人間関係、進路、
性格、いじめ問題などで悩んでいるお子さんから
の相談を受け付けています。
▶相談日　月～金曜日(祝日、年末年始を除く)
　午前９時～午後４時
▶問い合わせ　少年サポートセンター北分室熊谷

相談室（熊谷市本石１―10 熊谷市立婦人児童館
２階）☎524―4016

　埼玉県熊谷児童相談所

　０歳から18歳未満までの児童について相談を
受け付けています。
▶相談日　月～金曜日（祝日を除く）午前８時30

分～午後６時15分
※事前に電話などでお申し込みください。また

電話での相談も随時受け付けています。
▶問い合わせ　埼玉県熊谷児童相談所(熊谷市箱

田５―12―１)☎521―4152



■2011.7.1  ■行田市役所／TEL556-1111

開館時間
午前9時30分～午後7時

市立図書館
佐間3ー24ー7
（「みらい」内）
TEL 556-4227  
FAX 555-3770

休館日
7月4日㈪・11日㈪・19日㈫・25日㈪、　 
8月1日㈪・2日㈫・8日㈪・15日㈪　　
※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください　

▶題　　名　焼跡の、お菓子の木（45分）
▶内　　容 「火垂るの墓」の原作者、野坂昭如さんによ

る戦争時代のアニメーション
▶定　　員　80人（先着順）
▶入 場 料　無料
　
▶日　　時　８月11日(木)午後２時
▶題　　名　不良少年（ヤンキー）の夢（114分）
▶内　　容　テレビドラマ「ヤンキー母校へ帰る」で話題

となった北星学園余市高校の教師、義家弘
介さんがモデルの映画

▶定　　員　80人（先着順）
▶入 場 料　無料

※場所は、いずれも映像ホール

　４カ月児健診に合わせ保健センターで絵本を配布します。
▶日　　時　８月４日（木）午後１時受付開始
▶持 ち 物　母子健康手帳

　
　おじいちゃんおばあちゃんが話す地元に伝わる民話や昔話
などを聞いたり、昔の遊びを体験したりしてみませんか。

　※内容は変更する場合あり

▶場　　所　図書館おはなしのへや
▶対　　象　幼児・小学校低学年の児童およびその保護者
▶参 加 費　無料

▶日　　時　7月20日（水）午前10時30分～11時
▶内　　容　絵本、パネルシアターなど
▶対　　象　2、3歳児と保護者
　
▶日　　時　7月23日（土）午前11時
▶内　　容　絵本や手遊びなど
▶対　　象　幼児　　
▶主　　催　おはなしタンバリン
　
▶日　　時　8月6日（土）午後2時
▶内　　容　絵本など
▶対　　象　幼児・小学生　　
▶主　　催　おはなしの会　

▶日　　時　8月13日（土）午後2時
▶内　　容　絵本など
▶対　　象　幼児・小学生　　
▶主　　催　おはなしポケット　

※場所は、いずれも図書館おはなしのへや

▶日　　時　8月12日（金）午後２時
▶場　　所　図書館ミーティングルーム
▶内　　容　絵本や紙芝居など
▶主　　催　おしゃべりインコの会

▶日　　時　7月16日（土）午後2時
▶場　　所　映像ホール
▶題　　名　注文の多い料理店（23分）、セロひきのゴー
　　　　　　シュ（20分）
▶定　　員　80人（先着順）
▶入 場 料　無料

▶日　　時　７月28日(木) 午後２時

おはなし会

定例子ども映画会

ブックスタート

夏休み映画会
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▼
期
日　

11
月
12
日
㈯　

▼
応
募
要
件　

市
内
在
住
の
小
学
５
・
６
年
生

　

お
よ
び
中
学
生　

▼
作
文
原
稿
量
お
よ
び
発
表
時
間

【
小
学
生
】
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
２
枚
半 

　

程
度
を
４
分
以
内　

【
中
学
生
】
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
３
枚
半

　

程
度
を
５
分
以
内　

▼
テ
ー
マ　

将
来
の
夢
や
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る

　

こ
と
、
社
会
に
対
し
て
訴
え
た
い
こ
と
な
ど

▼
申
し
込
み　

９
月
７
日
㈬
ま
で
に
原
稿
を
ひ

　

と
つ
く
り
支
援
課
に
持
参　

▼
問
い
合
わ
せ　

同
課
☎
５
５
６―

８
３
１
９

　

６
月
定
例
市
議
会
で
同
意
を
得
て
、
公
平
委

員
会
委
員
と
し
て
岩
見
徹
氏
（
富
士
見
町
）
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ　

公
平
委
員
会
事
務
局
（
監
査

　

委
員
事
務
局
内
）
☎
５
６
４―

６
５
２
１

「
浮
き
城
の
ま
ち
行
田
少
年
の

　

主
張
大
会
」
参
加
者
募
集

公
平
委
員
会
委
員
に
岩
見
徹
氏

岩見　  徹 氏

読み語りの会

おじいちゃん　おばあちゃんの玉てばこ

日　　　　時 内　　　　容

  7月27日（水）午後３時～３時30分   昔の遊びを体験しよう

  8月  3日（水）午後３時～３時30分   わたしたちの町、行田を知ろう①

  8月10日（水）午後３時～３時30分   わたしたちの町、行田を知ろう②

  8月17日（水）午後３時～３時30分   絵本とおりがみ

  8月24日（水）午後３時～３時30分   昔のくらしを体験しよう
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アナログテレビ放送は7月24日で終了です
地デジの準備はお済みですか

アナログテレビ放送終了までの画面イメージ

　7月24日(日)、正午にアナログ放送は停止されます。まだ地上
デジタル放送受信の準備が済んでいない方はお急ぎください。

  「アナログ」と表示されている方は、デジタル放送受信の準備をお急ぎください。

7月1日以降 7月24日正午以降

7月24日正午からのブルーバッ
クのお知らせ画面を表示します。
25日午前0時までに停波します。

7月25日午前0時までに停波
し、この後は、映りません。

通常番組の画面上に終了までのカウント
ダウンなどを表示します。定期的に、全
画面スーパーやブルーバックなどのお知
らせ画面が短時間挿入されます。

停波後

※実際の放送画面に変更の場合あり

地上デジタル放送臨時相談窓口を開設します

　総務省テレビ受信者支援センター（通称デジサポ）では、
次の日程で臨時相談窓口を開設します。地上デジタル放
送やその準備について分からない方、お困りの方はご利
用ください。

▶日　　時　①８月26日(金）まで 午前9時30分～正午、
　午後１時～4時（水・土・日曜日、祝日を
　除く）※7月27日(水）は実施予定。

　　　　　　②７月３日～31日の毎週日曜日（全5回）
　　　　　　　午前9時30分～正午、午後１時～4時
▶場　　所　①市役所1階ロビー
　　　　　　②中央公民館1階談話コーナー（「みらい」内）
▶費　　用　無料
▶そ の 他　予約不要
▶問い合わせ　デジサポ埼玉相談会グループ☎048―815―

5820【月～金曜日】午前10時～午後6時

こんな時はデジサポへ

無料「戸別相談（訪問相談）」
　デジサポ埼玉の職員が自宅を訪問して、無料で地デジ
化についての相談などをお受けします。「地デジ化って
何？」「具体的にどうすればいいの」など、地デジ化につ
いてお悩みの方はデジサポ埼玉の無料「戸別相談（訪問
相談）」をご利用ください。

電波の混信による受信障害について
　児玉中継局からNHK総合チャンネルを受信している
場合、電波の混信とみられる現象により、ノイズが入っ
たり、音声が途切れたりするなどの受信障害が発生する

悪質商法にご注意ください

　地デジ化するにあたり、テレビ調査員や工事業者をか
たって不正請求をしたり、郵便による振り込め詐欺（架空請
求）をしたりする例が起きています。
　地上デジタル放送に関する誤った情報や不十分な情報
に基づいて関連商品やサービスを売りつける悪質商法に
ご注意ください。

怪しいと思ったら
・運転免許証など身分を確認できるもので、訪問者の名前・

住所・免許番号などを聞き、メモをする。
・頼んでいない要件や知らない要件、一方的な要件は、

はっきり断る。 
・どんな要求をされても、自分の判断でお金は払わない。 
・絶対に部屋に上がらせない。
・不審者と思ったら、警察に連絡する。 
・まずは、家族や近所、最寄りの警察に相談する。

▶この記事に関する問い合わせ　広報広聴課情報担当（内線322）

場合があります。地上デジタル放送の受信の準備を完了
されている家庭など、このような受信障害現象の解消に
向けた改修をする場合、工事費の一部がデジサポの助成
金の対象となる場合があります。地上デジタル放送の受
信の準備をしたけれど、受信障害とみられる症状が発生
している場合にはデジサポにご相談ください。

▶問い合わせ　デジサポ埼玉☎048―610―8080
　　　　　 【月～金曜日】午前9時～午後9時
　　　　    【土・日曜日、祝日】午前9時～午後6時
　　　　   　ホームページ http://digisuppo.jp/index.
　　　　　　php/branch/saitama/14/
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平成23年
9月10日㈯
11日㈰開催！
～おもてなしの心と
　  元気な笑顔でお迎えします～

71日（7月1日時点）開催まで
　　あと

平成23年
9月10日㈯
11日㈰開催！
～おもてなしの心と
　  元気な笑顔でお迎えします～

71日（7月1日時点）開催まで
　　あと

関東Ｂ―１グランプリin行田
実行委員会（第2回）を開催

　５月25日、商工センターにおいて２回目となる
関東Ｂ―１グランプリin行田実行委員会を開催しま
した。実行委員会では、予算案や事業実施計画案、
また各部会の進行状況報告など、提出された４議案
について審議を行い、すべて承認するとともに、大
会開催に向けて実行委員会が一丸となり、オール行
田で取り組む姿勢を改めて確認しました。今後とも
皆さんの温かいご支援とご協力をお願いします。

はし型トロフィー！？がお目見え
　関東Ｂ―１グランプリin行田では、料理購入者の
はしによる人気投票を行い、関東ナンバーワンのご
当地グルメを決定します。上位入賞団体へは副賞を
贈呈する予定ですが、これが何と金・銀・銅のはし
型トロフィーなのです。これを手にする団体は、あ
なたの一

いちぜん

膳で決まります。
　なお、大会開催までの間、金・銀・銅のはし型ト
ロフィーを市役所２階に展示していますので、ぜひ
ご覧ください。

行田おもてなしガールズ隊も
応援しています

　市役所女性職員を中心に結成され、行田の歴史や
街並み、さらにはおいしい地元の食べ物を紹介し、
行田市に来ていただいた方に対し
て幸せを送るという志をもった行
田おもてなしガールズ隊。彼女た
ちも関東Ｂ―１グランプリを応援
しています。まち全体でおもてな
しの心を持って、この大会を盛り
上げていきましょう。

　市内には、現存する蔵を活用してまちおこし
を目指している方々がいます。また、古代蓮の
開花時期に、育てたホタルを放して、趣を添え
てくれている方がいます。さきたま火祭りの実
行委員さんは埼玉地区の方々です。行田をゴシ
ゴシ掃除してくれている方もいます。まだまだ
紹介しきれないさまざまな方がボランティアの
気持ちで、行田のために活動しています。皆さ
ん誰かに言われたのではなく、「行田を愛し、
行田がこうあったらいいな」と自発的に行動し
始めたのだと思います。
　今回の「関東Ｂ―１グランプリin行田」には、
２日間で10万人とも15万人ともいわれるお客
様が行田市を訪れます。その方々に行田市を気
に入ってもらえたら、その人は自分の住む場所
に帰って、「行田市に行ってきたけど、とても
いいところだったよ」と宣伝してくれるでしょ
う。また、当人も行田のファンになって、２度
３度と訪れてくれるのではないでしょうか。
　まちおこしとは、まず市民がそのまちを愛し、
誇りに思うことが第一です。そして、それを訪
れた人に上手に伝え、そのまちのファンを増や
していく作業だと思います。ですから、今回の
大会においては、どうか市民の皆さんには、お
客様に喜んでいただけるような対応をとってい
ただきたいのです。

 「行田市内で100年近く愛され続けられてい
るゼリーフライに誇りを持ち、市民共有の大切
な食の文化と捉え、全国にその名を広め、さら
に地域の活性化とまちおこしに寄与する事を目
的に活動しています。」私たち行田ゼリーフラ
イ研究会の名刺の裏側には、こう印刷してあり
ます。
（行田ゼリーフライ研究会会長　松井秀二郎）

  おもてなしの心

▶問い合わせ　
　関東Ｂ―１グランプリin行田実行委員会事務局
  （観光プロジェクト推進室内）☎556―7130

上位入賞団体に贈呈されるはし型トロフィー

行田おもてなし
ガールズ隊
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 「子どもが病気だけど仕事を休めない」「急な用事、冠婚葬祭などで
病気の子どもを預かってほしい」そのようなときは、病児・病後児
保育所「げんきキッズ」をご利用ください。安心してお子さんを預
けられる施設で、保育士と看護師が責任を持ってお預かりします。

▶施　　設　病児・病後児保育所「げんきキッズ」（小見1401―１
　　　　　　南川げんきクリニック隣）
▶対　　象　乳幼児～小学３年生
▶保育時間　午前８時～午後６時（月～金曜日）
▶利用料金　２,000円（生活保護世帯・市町村民税非課税の世帯の
　　　　　　方は無料）
▶定　　員　１日４人
▶問い合わせ　病児・病後児保育所「げんきキッズ｣ ☎090―8111

―8751、580―7583または子育て支援課保育担
当（内線263）　

▶日　　時 【第１回】９月８日（木）・９日（金）
　　　　　 【第２回】９月13日（火）・14日（水）
　　　　　　 いずれも午前10時～午後３時30分
▶場　　所　 さいたま共済会館５Ｆ会議室（さい
　　　　　　 たま市浦和区岸町７―５―14）
▶内　　容　 今求められている親子支援、子ども
　　　　　　の発達、カウンセリングの基礎、安

全管理と応急処置など、親子支援の
基礎的知識について学びます。

▶定　　員　 120人（先着順）
▶受 講 料　 無料
▶申し込み　 子育て支援課で配布している参加申
　　　　　　込書（県ホームページからダウンロー

ド可）に必要事項を記入のうえ、８月
10日(水)までに郵送またはFAXで埼
玉県福祉部子育て支援課

　　　　　  【郵送】〒330―9301 さいたま市
　　　　　　 浦和区高砂３―15―１
　　　　　  【FAX】048―830―4784
　　　　　  【県ホームページ】http://www.pref.

saitama.lg.jp/page/kosodate-
master-master-boshuu.html

▶問い合わせ　埼玉県子育て支援課 ☎048―830
―3330

　市内の私立幼稚園では、幼稚園の施設や幼児教
育機能を広く地域に開放し、幼児教育センターと
しての役割を果たすよう、次の子育て支援事業を
実施しています。

▶事業名　未就園児の保育事業、園舎・園庭の開放
　　　　　事業など　※詳細は各幼稚園へ問い合わ
　　　　　せください　
▶申し込み・問い合わせ

園　　名 電話番号

老本幼稚園 ５５３－２７７１

行田幼稚園 ５５４－５１６９

富士見ケ丘幼稚園 ５５６－７４９４

ホザナ幼稚園 ５５５－２３０１

まつたけ幼稚園 ５５４－７３４８

南河原幼稚園 ５５７－０２３４

やごう幼稚園 ５５４－５７５２

やなぎ幼稚園 ５５９－１００１

　国民健康保険高齢受給者証が８月1日（月）に更新となることから、
新しい受給者証を７月中にお届けします。
　医療機関などの窓口で支払う一部負担金の負担割合は、市民
税の課税所得により１割または３割（課税所得が145万円以上の
方）となります。このうち負担割合が３割の方で、次に該当する
場合は、申請により負担割合が１割となりますので、７月29日
(金）までに保険年金課へ申請してください。
　８月以降の申請による負担割合の変更は、申請した月の翌月１
日からの適用となります。
※１割負担に該当する方、または申請により３割負担から１割負

担になった方は、平成24年４月１日（日）から負担割合が２割に
なる予定です。

▶申請により負担割合が１割となる場合
 【同じ世帯に70歳以上75歳未満の国保加入者が1人】
　平成22年中の収入額が383万円未満
 【同じ世帯に70歳以上75歳未満の国保加入者が２人以上】
　対象者の平成22年中の収入合計額が520万円未満

※８月から平成24年７月末日までの間で、同一世帯に国保か
ら後期高齢者医療制度へ移行する方がいることで、現役並み
所得者になった高齢者国保単身世帯の場合、後期高齢者医療
制度に移行した特定同一世帯所属者(＊)を含めた収入合計が
520万円未満の方は、申請により「一般」の区分と同様とな
り、自己負担割合は１割となります。

＊後期高齢者医療制度の適用により、国民健康保険の資格を喪
失された方で、その喪失日以降も継続して同一の世帯に所属
する方。（世帯主の異動があった場合や喪失日から５年を経過
した場合は特定同一世帯所属者ではなくなります）

▶申請に必要なもの
　・国民健康保険高齢受給者証
　・印鑑
　・確定申告書の写しなど収入が確認できる書類
▶問い合わせ　保険年金課国保担当（内線271・272・273）

国民健康保険に加入している 70 歳以上の方へ国民健康保険に加入している 70 歳以上の方へ

あなたも子育てのプロに
子育てマスター養成セミナー

あなたも子育てのプロに
子育てマスター養成セミナー
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児童扶養手当などの制度をご利用ください
○子どもが父または母の死亡について支給される公的年

金を受けることができるとき
○子どもが父または母に支給される公的年金の額の加算

の対象となっているとき
○子どもが児童福祉施設などに入所しているとき
※今年度から障害年金の子どもの加算については、子ど

もの加算額を児童扶養手当額が上回る場合に、児童扶
養手当を選択して受給できるようになりました。

▶問い合わせ　子育て支援課子育て支援担当（内線262）

ひとり親家庭等医療費支給
　ひとり親家庭などで子どもを育てている方（養育者を
含む）と子どもに対し、医療費の一部が支給される制度
です。申請を受け付けた日から支給の対象になります。
▶問い合わせ　保険年金課医療担当（内線226・227）

特別児童扶養手当
　精神または身体に一定の障害がある20歳未満の子ど
もを育てている方に支給される手当です。申請を受け付
けた翌月分から手当の対象になります。

次のような場合は受けられません。
○申請する方や子どもが日本国内に住所を有さないとき
○子どもが障害による公的年金を受けることができるとき
○子どもが児童福祉施設などに入所しているとき
▶問い合わせ　子育て支援課子育て支援担当（内線262）

　制度の利用に際しては、それぞれ所得制限があります
のでご注意ください。

児童扶養手当
　父母の離婚、死亡などにより父または母と生計を同じ
くしていないか、父または母に一定の障害のある子ども
を育てている方に、子どもが18歳になった年度末（子ど
もが政令で定める障害があるときは20歳）まで支給され
る手当です。申請を受け付けた翌月分から手当の対象に
なります。

次のいずれかに該当する子どもを育てている父または母、
養育者に支給されます。
○父母が婚姻を解消した子ども
○父または母が死亡した子ども
○父または母に一定の障害がある子ども
○父または母の生死が明らかでない子ども
○父または母に１年以上遺棄されている子ども
○父または母が法令により１年以上拘禁されている子ども
○母が婚姻によらないで妊娠した子ども
※婚姻には、婚姻届を提出していないが、事実上婚姻関

係と同様の事情にある場合（内縁関係など）を含みます。

次のような場合には受けられません。
○申請する方や子どもが日本国内に住所を有さないとき
○申請する方が公的年金を受けることができるとき

　市では、住む人にとっても、訪れる人にとっても｢やす
らぐ都市風景｣を目指し、景観に配慮したまちづくりを推
進していくため、市内に存在する建築物や自然景観などの
優れた景観を表彰する「浮き城のまち景観賞」を実施して
います。この応募作品を審査するための組織として、市民
の皆さんや学識経験者などからなる「浮き城のまち景観賞
審査委員会」を設置し、このたび、市民の皆さんから委員
会委員を募集します。

▶応募資格　応募日現在、次のすべてに該当する方
　・本市に１年以上居住しており、景観について関心のある方
　・満18歳以上で平日昼間の会議に出席できる方
　ただし、次の方は応募できません。
　⑴すでに本市の審議会などの委員の職にある方
　⑵市職員および市議会議員
▶募集人数　１人
▶任　　期　委嘱した日（９月予定）から２年間
▶応募方法　住所、氏名、年齢、性別、職業、電話番号を

明記のうえ、市内の景観に関する考え方（400字程度）
を記入した書類（様式自由）を７月29日（金）までに直接
または郵送でまちづくり推進課に提出してください。

 【持参・郵送】〒361―0052 行田市本丸２―20 行田
市まちづくり推進課

▶選考方法　書類審査のうえ決定し、結果は全員にお知ら
せします。

▶そ の 他　引き続き作品も募集しています。
▶問い合わせ　同課計画担当☎550―1550

　市では、平成19年度から５カ年計画で「行田市文化ゾーン
地区都市再生整備計画」を作成し、国の交付金を受けて事業を
行っています。今年度、計画期間が終了することから、実施事
業の検証や、今後のまちづくり方策について議論を行う組織と
して、市民の皆さんや学識経験者などからなる委員会を設置し、
このたび、委員会委員を募集します。

▶応募資格　応募日現在、次のすべてに該当する方
　・本市に１年以上居住しており、まちづくりについて関心のある方
　・満18歳以上で平日昼間の会議（２回程度）に出席できる方
　ただし、次の方は応募できません。
　⑴すでに本市の審議会などの委員の職にある方
　⑵市職員および市議会議員
▶募集人数　２人
▶任　　期　委嘱した日から審議終了まで（８月～11月予定）
▶応募方法　住所、氏名、年齢、性別、職業、電話番号を明記
　のうえ、応募理由および行田市のまちづくりに関する考え方
 （400字程度）を記入した書類（様式自由）を７月25日（月）まで

に直接または郵送でまちづくり推進課に提出してください。
 【持参・郵送】〒361―0052 行田市本丸２―20 行田市ま

ちづくり推進課
▶選考方法　書類審査のうえ決定し、結果は全員にお知らせします。
▶そ の 他　行田市文化ゾーン地区都市再生整備計画の内容は、

市ホームページおよび市政情報コーナーで公開しています。
▶問い合わせ　同課計画担当☎550―1550

浮き城のまち景観賞審査委員会の委員の募集します 行田市都市再生整備計画事業評価委員会
の委員を募集します
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古代蓮の里駐車場の有料化に伴い
無料駐車券を配布しています
古代蓮の里駐車場の有料化に伴い
無料駐車券を配布しています

　古代蓮の里では、蓮の開花時期に限定し、次の期間まで
駐車場が有料となります。ただし、市民の皆さんは６月に
配布されている駐車券を提示することにより、駐車場を無
料で利用できます。駐車券を提示しない場合は有料となり
ますので、ご注意ください。
　また、行田蓮まつり開催日の７月10日（日）は、混雑緩
和のため無料駐車券は利用できません。なお、小針クリー
ンセンター北側の臨時駐車場（無料）を開設しますので、混
雑時や行田蓮まつり開催日などは、係員の指示に従ってく
ださい。

▶有料期間　８月７日（日）まで
▶有料時間　午前５時～午後２時
▶駐車料金　普通・小型・軽自動車１台当たり500円、乗
　　　　　　合型自動車１台当たり1,500円
　　　　　　※障害者手帳をお持ちの方、自転車、自動二

　輪車での利用の方は無料
▶問い合わせ　まちづくり推進課
　　　　　　公園担当
　　　　　　☎550―1550

７月１日にさきたま古墳公園の
一部が新たにオープン

７月１日にさきたま古墳公園の
一部が新たにオープン

　県道行田蓮田線の
北側約５ヘクタール
(図参照)が新たにオー
プンしました。ベン
チやあずまやなどの
休憩施設が充実して
います。家族や友達
など誘って、足を運
んでみてはいかがで
しょうか。

▶問い合わせ　埼玉県行田県土整備事務所河川公園担当
　　　　　　☎554―5211

総合公園プールの営業を休止します

　東日本大震災の影響により、福島第一原子力発電所の機
能が停止したため、今年の夏の電力供給不足が予想されて
います。
　そこで、節電対策と停電時における事故防止のため、総
合公園プールの今年度の営業を休止します。ご迷惑をお掛
けしますが、ご理解をお願いします。
　なお、休止に伴う節電効果は、１カ月当たり一般家庭の
約560世帯分の電力に相当します。

▶問い合わせ　まちづくり推進課公園担当☎550―1550

　サマージャンボ宝くじの賞金は、１等・前後賞合わせて
３億円。２等は１億円。2,000万サマーと同時発売です。
　この宝くじの収益金は、市町村の明るく住みよいまちづ
くりに使われます。

　１　等………………………２億円×26本
　前後賞………………………各５,000万円
　２　等………………………1億円×26本
　３　等………………………500万円×260本
　２,000万サマーの１等……２,000万円×400本

▶発売期間　７月11日（月）～29日（金）
▶発売場所　全国の宝くじ売場（通信販売で買うこともで

きます）
▶抽 選 日　８月９日（火）
▶問い合わせ　(財)埼玉県市町村振興協会　
　　　　　　☎048―822―5004

大きな夢当てませんか
サマージャンボ宝くじ発売
大きな夢当てませんか
サマージャンボ宝くじ発売
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▶試験日時　９月18日（日）午前８時30分（受け付
けは午前８時から）

▶試験会場 「みらい｣および「グリーンアリーナ」
（申し込み状況により変更となる場合あり）

▶募集職種・人数（予定）
 【一般事務職】13人 【土木技術職】2人　　
 【電気技術職】1人　 【建築技術職】2人　　
 【社会福祉士】1人 【保健師】1人　
 【消防職】（救急救命士有資格者を含む）６人
　※採用予定人数は欠員状況により変更となる場合あり
▶受験資格
 【一般事務職】【消防職】
　　大学・短期大学（修業年限２年以上の専門学校

を含む）・高等学校を卒業した方または平成24年
３月31日までに卒業見込みの方の最終学歴によ
り、次の学歴区分ごとの生年月日に該当する方
○大学卒　昭和57年４月２日から平成２年４月

　　　 　１日までに生まれた方
○短大卒　昭和59年４月２日から平成４年４月

　　　　 １日までに生まれた方
○高校卒　昭和61年４月２日から平成６年４月

　　　　 １日までに生まれた方
 【土木技術職】【電気技術職】【建築技術職】
　　大学・短期大学（修業年限２年以上の専門学校

を含む）・高等学校で、土木技術職にあっては土
木、電気技術職にあっては電気、建築技術職に
あっては建築の専門課程を専攻し、卒業した方ま

たは平成24年３月31日までに卒業見込みの方の
最終学歴により、次の学歴区分ごとの生年月日に
該当する方
○大学卒　昭和51年４月２日から平成２年４月

　　　　 １日までに生まれた方
○短大卒　昭和51年４月２日から平成４年４月

　　　　 １日までに生まれた方
○高校卒　昭和51年４月２日から平成６年４月

　　　　 １日までに生まれた方
 【社会福祉士】
　　昭和57年４月２日以降に生まれた方で、大

学・短期大学（修業年限２年以上の専門学校を含
む）を卒業した方または平成24年３月31日まで
に卒業見込みの方で、社会福祉士の資格を有する
方または平成23年度の国家試験で資格を取得で
きる見込みの方

 【保健師】
　　昭和57年４月２日から平成２年４月１日まで

に生まれた方で、保健師の資格を有する方または
平成23年度の国家試験で資格を取得できる見込
みの方

▶申し込み　７月１日（金）から人事課で配布する申
込書に必要事項を記入のうえ、８月１日(月)～９
日(火)に同課に持参または郵送。（郵送の場合は
８月５日（金）の消印まで有効）※いずれの期間も
土・日曜日を除く

▶問い合わせ　同課人事給与担当（内線208）

　市では、事務事業の見直し、組織の合理化、職員の適正配置などにより職員数の抑制に努めてい
ますが、活力ある組織体制を維持するため、分権時代を担う人材を募集します。

平成23年度第2回埼玉県警察官採用試験

▶申込受付期間　7月29日（金）～8月19日（金）
▶第１次試験日　9月18日（日）
▶種目　教養試験および論文
▶問い合わせ　行田警察署☎553－0110

試験区分 受験資格
（ ）内の年齢は平成 23 年 4 月１日現在 採用人数

Ⅰ類
昭和56年4月2日以降に生まれ(29歳まで)、
大学卒業(見込み)の方または同等の資格がある
と認められる方

　男性 90人
　女性 14人

Ⅱ類

昭和56年4月2日から平成4年4月1日までに
生まれ(19～29歳)、短大・専修学校などを
卒業(見込み)の方もしくは大学に２年以上在学
し、62単位以上取得（見込み）の方

　男性　10人
　女性　 ３人

Ⅲ類 昭和56年４月２日から平成５年４月１日までに
生まれ（18～29歳）、Ⅰ類・Ⅱ類に該当しない方

　男性　70人
　女性　 ６人

武道・体育
指導Ⅰ類

Ⅰ類の受験資格を有し、柔道または剣道の卓越
した技術を有する段位4段（卒業見込みの方は
3段）以上の方

 【柔道】１人
 【剣道】１人

行田の明日を担う人材を募集します行田の明日を担う人材を募集します行田の明日を担う人材を募集します

　彩の国さいたま人づくり広域連合では、分権時代を担
う人材を確保することを目的に埼玉県内市町村職員採用
合同説明会を開催します。
　市町村ごとに設置するブースでは、市町村の特色や職
員の募集状況、勤務条件、仕事の内容などについて、直
接人事担当者から話を聞くことができます。採用試験や
面接試験の場ではありません。入場無料、予約不要、入
退場自由ですので気軽にお立ち寄りください。
　なお、本市は合同説明会においてブースを設置する予
定です。
▶日　　時　７月26日（火）午後１時～６時（入場は午後
　5時まで）
▶場　　所　さいたまスーパーアリーナ（さいたま市中

央区新都心８番地）
▶問い合わせ　同広域連合自治人材開発センター人材開発部
　☎048―664―6681【FAX】048―664―6667
 【ホームページ】http://www.hitozukuri.or.jp/navi/
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保 健 案 内
保健センター
長野2-3-17
TEL：553-0053
FAX：555-2551

  休日急患診療

 ・診療科目……内科、小児科、外科
 ・診療時間……午前10時～午後5時
＊医療機関が変更されることがありますので、事前に問い
　合わせください。
 ・行田中央総合病院　  ☎553－2000
 ・壮幸会行田総合病院  ☎552－1111

◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき
 ・行田市消防署　☎556－2090
 ・埼玉県救急医療情報センター  ☎048－824－4199

◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相談窓
　口につながります。（携帯電話可）
・相談時間 【月～土曜日】午後7時～11時 
　　　　　 【日曜日、祝日】午前9時～午後11時

子どもの健康
乳幼児健診
　名　　称　4カ月児健診、1歳6カ月児健診、2歳児歯

科健診、3歳児健診
　そ の 他　転入されたお子さんで、前住所地で受診して

いない方は保健センターへご連絡ください。
ポリオ予防接種　
　受付日時　7月19日（火）、8月2日（火）午後1時30分～

2時20分
　対　　象　平成22年4月・5月・6月生まれのお子さん
　　　　　　対象児以外でまだ受けていないお子さん(7歳6カ月未

満)は、この機会に受けてください。なお、ワクチン
の準備などがありますので、事前にご連絡ください。

BCG予防接種
　①受付日時　7月20日（水）午後1時30分～2時20分
　　対　　象　平成23年4月1日～15日生まれのお子さん
　②受付日時　8月1日（月）午後1時30分～2時20分
　　対　　象　平成23年4月16日～30日生まれのお子さん
　①②とも対象児以外でまだ受けていないお子さん（6カ
　月未満）は、この機会に受けてください。
乳幼児相談（要申し込み）　
　受付日時　8月3日（水）午前9時30分～11時30分
　対　　象　小学校入学前のお子さん

離乳食教室（初期）（要申し込み）
　受付日時　8月3日（水）午前10時15分～10時30分
　対　　象　平成23年2月15日～3月14日生まれのお

子さんがいる方

※いずれも場所は保健センター

おとなの健康
こころの相談（要申し込み）
日　　時　7月21日(木)※時間は申し込みの際にお知らせします。
対　　象　いつも不安、夜眠れない、生活のリズムが乱れてい

る、自分の性格や人間関係に悩んでいる、飲酒量が
多くやめられないなど、こころに悩みのある方。

そ の 他　随時、電話での相談もお受けします。

※いずれも場所は保健センター

期　日 医療機関名 期　日 医療機関名

 7月17日（日） 行田中央総合病院  7月31日（日） 行田中央総合病院

 7月18日（月） 壮幸会行田総合病院  8月  7日（日） 壮幸会行田総合病院

 7月24日（日） 壮幸会行田総合病院  8月14日（日） 行田中央総合病院

女性特有のがん検診
　女性特有がん検診（乳・子宮頚部）無料クーポン券を送
付します。ぜひこの機会に検診を受けてください。

実施期間　７月１日(金)～平成24年１月31日(火)
クーポン配布対象　平成23年４月20日現在、本市に住
民登録があり、次に該当している方

乳がん検診
昭和45（1970）年4月2日～昭和46年（1971）年4月1日生
昭和40（1965）年4月2日～昭和41年（1966）年4月1日生
昭和35（1960）年4月2日～昭和36年（1961）年4月1日生
昭和30（1955）年4月2日～昭和31年（1956）年4月1日生
昭和25（1950）年4月2日～昭和26年（1951）年4月1日生

子宮頸がん検診
平成2（1990）年4月2日～平成3年（1991）年4月1日生
昭和60（1985）年4月2日～昭和61年（1986）年4月1日生
昭和55（1980）年4月2日～昭和56年（1981）年4月1日生
昭和50（1975）年4月2日～昭和51年（1976）年4月1日生
昭和45（1970）年4月2日～昭和46年（1971）年4月1日生

上記の生年月日の方には６月中にクーポン券を郵送して
います。（転出している方も含む）
※１　他の市町村へ転出する予定の方は、転入先の市町村でクーポ
　　　ン券を差し替えてください。不明な点は転入先の市町村に問
　　　い合わせてください。
※２　本市へ転入された方は、以前居住していた市町村のクーポン
　　　券およびがん検診案内を保健センターにお持ちください。本
　　　市のクーポン券と差し替えます。
※３　契約医療機関以外は受診不可能であるため、市外の医療機関
　　　は受診できません。
※４　昨年受診した方でもクーポン券が届いた方は受診可能です。

日本脳炎予防接種の一部変更
　予防接種法施行令の一部改正により、次の対象の方
は、４歳から20歳未満（誕生日の前々日まで）まで接種
できることになりました。

対　　象　平成7年6月1日から平成19年4月1日生まれの方。
そ の 他　次の方には個人通知をします。
　　　　　平成14年7月16日以降に生まれたお子さん

（9歳の誕生日を迎える2週間前ごろ）
　　　　　  ※平成13年4月2日から平成14年7月15日に生まれ

　たお子さんには6月中旬に送付済みであるため、届
　いていない方は保健センターまでご連絡ください。

　平成13年４月1日以前に生まれた対象年齢の方で、接種
希望がある場合は、予診票をお渡ししますので、母子健康
手帳を必ず持参のうえ保健センターまでお越しください。
　なお、平成19年４月2日以降に生まれたお子さんについ
ては、今までどおり7歳6カ月未満までに日本脳炎予防接
種(第１期)を受けてください。
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相　　談 場　　所 日　　　　程 時　　　間 問い合わせ

法律（予約制） 産業文化会館2階会議室   7月26日㈫  ※次回8月23日㈫の予約は 
  8月1日㈪から　   午前9時〜午後3時

生活課

（内線252）

行政 コミュ二ティセンターみずしろ   8月1日㈪・15日㈪　　　　   午後1時30分〜3時30分

結婚 VIVAぎょうだ   7月17日㈰、8月5日㈮　   午前9時30分〜11時30分
（受け付けは午前9時30分〜11時）

消費生活
多重債務 市役所

  7月15日㈮・19日㈫・21日㈭・22日㈮・
  25日㈪・26日㈫・28日㈭・29日㈮、
   8月1日㈪・2日㈫・4日㈭・5日㈮・8日㈪・  
   9日㈫・11日㈭・12日㈮・15日㈪

  午前9時30分〜午後3時30分

相続、遺言、離婚、
日常生活の困り事 市役所   8月10日㈬　※予約制   午後1時〜4時50分

（受け付けは午後1時〜4時）
埼玉県行政書士会埼北支部

☎554ー2702

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ   7月21日㈭・23日㈯ 、8月4日㈭・13日㈯

  ※各土曜日は市内在住の方対象に電話相談も受け付けます 
  午後1時〜4時
（電話相談は午後1時〜2時）

VIVAぎょうだ
☎556ー9301

内職 市役所   7月15日㈮・19日㈫・22日㈮・26日㈫・29
  日㈮、8月2日㈫・5日㈮・9日㈫・12日㈮   午前10時〜午後4時 商工観光課

（内線383）

人権 南河原隣保館   8月10日㈬　   午後1時30分〜3時30分 人権推進課（内線221）

税務 中央公民館
（「みらい」内）   7月20日㈬   午後1時30分〜3時30分 関東信越税理士会行田支部

☎554ー1411

水道料金の休日納付 水道庁舎（前谷）   7月24日㈰、8月7日㈰　　　 　　   午前8時30分〜正午
水道課

☎553ー0131水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷）   7月19日㈫・26日㈫　
  8月2日㈫・9日㈫　   午後5時15分〜7時

談相種各 （7月15日〜8月15日）

ママ・パパ教室に参加しませんか
　楽しく友達をつくりながら妊娠・出産・子育てにつ
いて学びませんか。

期　　日　8月8日(月)・11日(木)・22日(月)、9月2日(金)
　　　　　※4日間で1コース
対　　象　初めてお母さんになる方とその家族（すでに

お子さんがいる方でも、人数に余裕がある場
合は参加できます）

内　　容　講義、マタニティー・ヨガ、調理実習、沐
もくよく

浴
　　　　　実習など
申し込み・問い合わせ　保健センター

ことばの相談
　ことばについて心配のある小学校入学前のお子さん
を対象に、言語聴覚士による個別相談を実施します。
　例えば次のような相談・心配事に応じます。
　・発音がはっきりしない
　・発音に誤りがある（「さかな」を「たかな」、「かさ」を
　  「たさ」など）
　・ことばが遅い
　・ことばが詰まって話しにくいことがある　など

日　　時　８月９日（火）、18日（木）（時間は申し込みの
　　　　　際に決定します）
場　　所　保健センター
申し込み　７月29日(金)までに電話で保健センター

薬の講座
（薬を正しく服用していますか？）

　中年期になると薬を飲むことが多くなります。薬を
飲む時の基本や、薬と上手に付き合うための注意、食
事を取る時に気を付けたいことなどについて、薬剤師
から分かりやすく説明があります。また、皆さんが心
配している放射能対策の話もあります。

日　　時　8月3日（水）午後1時45分〜3時30分
場　　所　保健センター
内　　容　鹿山高彦さん（行田市薬剤師会会長）による講話
対　　象　薬に関心のある市内在住の方
定　　員　30人（先着順）
持 ち 物　筆記用具、健康手帳（お持ちの方）
申し込み　7月15日（金）から直接または電話で保健センター

統合失調症家族教室

対　　象　統合失調症の方の家族
定　　員　20人（先着順）
そ の 他　２日目は保健センターからバスで移動
申し込み　８月８日（月）までに電話で保健センター

日　　時 内　　容 会　　場

１
日
目

　8月10日(水)　
　午後1時30分
　〜3時30分

 ・「病気の特徴と治療」
　講師：不動ヶ丘病院医師 保健センター

 ・座談会

２
日
目

　8月24日(水)　
　午前10時
　〜正午
 （保健センター
　に午前9時30
　分集合）

 ・「再発防止と社会生活」
　講師：不動ヶ丘病院精神保
　　　　健福祉士

不動ヶ丘病院
 ・病院、施設見学
　 （作業所、デイケアなど）

 ・座談会

保 健 案 内
保健センター
長野2-3-17
TEL：553-0053
FAX：555-2551
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吉田紀子さんが
東
ひがしくにのみや

久邇宮文化褒章を受章

　６月９日、埼玉小・中学校の合同避難訓練および一斉下
校が行われました。
　今回で３回目を迎えるこの活動には、見守りボランティ
アなど地域の方々も参加。埼玉小学校校庭で行われた合同
避難訓練で、知らない人に車から声を掛けられた時の対処
方法を学び、その後行われた一斉下校では、中学生が小学
生を通学路の集合場所まで責任を持って送り届けました。
この活動を通して、児童・生徒の安全を守るために、学校、
保護者、地域との連携がより一層強化されました。

　５月28日、忠次郎蔵でそば打ち教室が行われました。この
教室は、ＮＰＯ法人忠次郎蔵が開催しているもので、今回で
14回目となります。
　そば粉をうまくこねることができなかったり、そば玉をうま
くのす

4 4

ことができなかったりと、そば打ちに悪戦苦闘していた
参加者ですが、５回の教室が終了するころには、全員がそば打
ち名人になっていることでしょう。

地域ぐるみで
子供たちの安心・安全を

慣れない手つきでそば打ちを体験

風情ある蔵を巡って

　５月21日、22日の２日間にわたって、ＮＰＯ法人ぎょ
うだ足袋蔵ネットワーク主催による「ぎょうだ蔵めぐり
まちあるき」が開催されました。
　昔懐かしい人力車や赤・青２台のボンネットバスが行
き交う中、参加者は歴史ある16の蔵で、スタンプラリー
のほか足袋の実演販売や藍染体験、和楽器の演奏など
を満喫。さまざまなタイプの蔵を巡り、行田の魅力を再
発見していました。

　社会福祉法人ときわ会理事長の吉田紀
かず

子
こ

さん（棚田
町）が東久邇宮文化褒章を受章され、その報告のため、５
月27日に市役所を訪問しました。
　吉田さんは、幼児教育を始めて58年。長年にわたり、
子育てを通して地域に貢献した功績が認められ、同褒章
の受賞となりました。
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愛着のある水城公園に

甲斐姫登場！
「忍城おもてなし甲冑隊」

　５月21日、水城公園および公園通りで第13回「行
田のまちをゴシゴシみんなでクリーンなまちづくり」清
掃活動が行われました。
　行田のまちをゴシゴシ委員会が主催したこの催しに
は、２７５人のボランティアが参加。水城公園を愛着
のある公園にしようという気持ちから、公園内の池や
道路に落ちている空き缶やペットボトルなどのごみを、
汗をかきながら一生懸命集めていました。公園をきれ
いにした参加者誰もが達成感から、すがすがしい表情
を浮かべていました。

　「忍城おもてなし甲冑隊」に、武芸に秀でた東国一
の美女として伝えられる「甲斐姫」が加わり、５月
20日、市役所を訪問しました。
　行田の魅力を市内外に積極的にＰＲし、おもてなし
を行ってきた同隊に、勇壮で華麗な演舞を披露する甲
斐姫が加わったことで、さらにパワーアップ。今後も、
同隊の活躍から目が離せません。

　６月12日、「みらい」文化ホールで行田市民吹
奏楽団による第４回定期演奏会が開催されました。
　この演奏会は２部構成となっており、第１部で
は、「威風堂々」などの壮大なクラシック音楽が披
露されました。「宝さがし」をテーマにした第２部
では、「パイレーツ・オブ・カリビアン」をはじめ
とする映画音楽が演奏され、観客も音楽に合わせ
て手拍子をするなど、楽しく優雅なひと時を過ご
していました。

　６月７日、郷土博物館の入り口で、菊苗の無料配布
が行われました。
　市の花に指定されている菊のＰＲと普及を目的とし
て、行田市菊花連絡協議会会員の皆さんが丹精込めて
育てた菊苗を配布しているもので、用意された約
3,000本の菊苗は、30分で配り終えてしまいました。
　この日配られた菊苗は大事に育てられ、秋には見事
な花を咲かせることでしょう。

ホールに響け
楽器と手拍子のハーモニー

大好評の菊苗配布



広  場

28

　

今
月
は
、
第
61
回
埼
玉
県
美
術
展
覧
会
の
彫
刻
部

門
で
埼
玉
県
教
育
委
員
会
賞
を
受
賞
し
た
長
谷
川
大

祐
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

彫
刻
と
聞
く
と
、
木
や
石
な
ど
を
彫
り
、
立
体
的

に
表
現
す
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
が
ち
で
す
が
、
長

谷
川
さ
ん
の
場
合
は
「
鍛
金
」
と
い
う
技
法
を
使
っ

て
平
ら
な
金
属
板
か
ら
作
品
を
作
り
あ
げ
ま
す
。
鍛

金
と
は
金
属
に
熱
を
加
え
、
金
づ
ち
で
叩
き
加
工
す

る
金
属
工
芸
に
用
い
ら
れ
る
技
法
の
一
つ
。
当
て

金
と
い
う
さ
ま
ざ
ま
な
形
状
を
し
た
鉄
の
塊
の
上
に
、

金
属
の
板
材
を
置
き
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
金
づ
ち

で
叩
き
な
が
ら
形
成
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
鍛
金
に
よ
る
作
品
作
り
は
根
気
強
さ
が
必
要
で

す
」
１
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大
き
な
作
品
に
も
な
る

と
一
日
７
時
間
以
上
金
づ
ち
で
叩
き
続
け
、
完
成
ま

で
半
年
以
上
か
か
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
長
谷
川

さ
ん
は
「
自
分
は
地
道
に
こ
つ
こ
つ
と
や
り
続
け
る

こ
と
が
好
き
な
性
格
だ
か
ら
鍛
金
に
合
っ
て
い
た
ん

で
す
ね
」
と
に
こ
や
か
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

長
谷
川
さ
ん
が
鍛
金
と
出
会
っ
た
の
は
高
校
生
の

こ
ろ
。工
芸
学
系
の
授
業
で
鍛
金
を
行
っ
た
時
に「
一

枚
の
金
属
板
か
ら
こ
ん
な
立
体
的
な
作
品
が
で
き
る

な
ん
て
す
ご
い
」
と
衝
撃
を
受
け
た
そ
う
で
す
。
そ

し
て
、
金
づ
ち
の
種
類
や
打
ち
方
で
い
ろ
い
ろ
な
金

属
の
表
情
が
出
て
く
る
こ
と
や
、
太
陽
や
米
ぬ
か
な

ど
自
然
の
物
を
利
用
し
て
色
着
け
す
る
こ
と
に
魅
力

を
感
じ
た
長
谷
川
さ
ん
は
、「
も
っ
と
こ
の
鍛
金
を

勉
強
し
た
い
」
と
美
術
大
学
に
進
学
。
本
格
的
に
技

術
を
学
び
、
作
品
作
り
に
没
頭
す
る
中
、
３
年
生
の

時
に
教
授
か
ら
「
君
は
芸
術
家
に
向
い
て
い
る
」
と

助
言
を
受
け
、
金
属
造
形
作
家
と
し
て
歩
ん
で
い
く

こ
と
を
決
心
し
た
の
で
す
。

　

そ
の
年
の
第
44
回
神
奈
川
県
美
術
展
の
工
芸
部
門

で
美
術
奨
学
会
賞
を
受
賞
し
、
そ
の
才
能
が
開
花
。

そ
の
後
、
自
然
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を
次
々
に
出

展
し
、
埼
玉
県
美
術
展
で
県
知
事
賞
、
県
議
長
賞
、

そ
し
て
今
回
の
県
教
育
委
員
会
賞
と
３
年
連
続
で
賞

を
獲
得
し
ま
し
た
。
今
回
受
賞
し
た
作
品
「
夕
陽
山

岳
」
は
丸
墓
山
古
墳
か
ら
眺
め
た
景
色
を
表
現
し
た

も
の
。
遠
く
広
が
る
山
々
に
夕
陽
が
沈
ん
で
い
く
光

景
に
感
動
し
、
あ
ら
た
め
て
地
元
行
田
の
素
晴
ら
し

さ
を
認
識
し
た
そ
う
で
す
。

　
「
最
近
は
金
属
の
方
か
ら
曲
げ
て
ほ
し
い
方
向
を

教
え
て
く
れ
る
気
が
し
ま
す
」
と
素
材
と
対
話
し
な

が
ら
作
品
作
り
に
励
む
長
谷
川
さ
ん
。
今
後
の
目
標

は
、
新
た
な
鍛
金
技
術
を
開
拓
し
、
自
分
に
し
か
表

現
で
き
な
い
作
品
を
数
多
く
作
り
、
個
展
を
開
く
こ

と
だ
そ
う
で
す
。
今
後
の
行
田
の
芸
術
界
を
リ
ー
ド

す
る
長
谷
川
さ
ん
の
活
躍
か
ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

	

西
新
町	

小
宮　

武た
け

旦あ
き

病わ
く
ら
ば葉
を
脱
ぎ
捨
て
木
々
も
生
き
生
き
と

	

下
忍	

島
崎　

も
と

走
り
梅
雨
上
が
り
框か

ま
ちに
染し

み
二
つ

	

荒
木	

島
田　

香
子

今
日
明
日
ひ
と
に
見
せ
た
き
牡ぼ
た
ん丹
か
な

	

荒
木	

藤
田　

栄
之

卯
の
花
に
ひ
と
り
遊
び
の
雀
か
な

	

下
中
条	

梶
原　

銃
司

母
偲
ぶ
斜
面
の
里
の
新
茶
か
な

	

城
南	

千
代
田
富
子

利
根
越
え
て
古
巣
へ
か
へ
る
親
つ
ば
め

	

城
西	

榊
原
し
ず
か

紫げ

ん

げ
雲
英
田
に
吾
の
一
生
巻
き
戻
す

	

矢
場	

鈴
木
か
づ
の

幾
千
の
木こ

も
れ
び

漏
日
い
た
だ
き
新
茶
か
な

	

谷
郷	

冨
山　

由
喜

太
極
拳
手
足
に
か
ら
む
若
葉
風

	

城
南	

橋
本
千
枝
子

卯
の
花
や
白
く
っ
き
り
と
闇
の
中

俳 

句

行田人行田人

いききき
いきき
いき
いき

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
俳
句
は
毎
月
５
日
ま
で
に
は
が
き
・
封
書	

　

で
広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

	

荒
木	

蛭
間
し
げ
子

人
の
瞳め

と
医
者
の
か
け
も
ち
風
光
る

	

城
西	

八
木
橋
近
蔵

火
祭
の
古
代
の
ロ
マ
ン
呼
び
お
こ
し

	

持
田	

田
子　

敏
枝

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
活
け
し
花
瓶
に
母
思
う

	

向
町	

渡
月　
　

峯

知
り
そ
め
し
螢
火
恋
し
古
代
蓮

	

城
西	

西
田
吉
之
助

樋と
い

の
塵ち
り

掃
除
済
ま
せ
て
梅
雨
を
待
つ

（
木
島　

斗
川　

監
修
）

『愛犬コロ』（水彩画）
武井　孝夫（持田）

私
の
作
品

私
の
作
品

鍛た
ん

金き
ん

で
行
田
の
芸
術
界
を
リ
ー
ド

長
谷
川 

大だ
い

祐す
け 

さ
ん
（
24
歳･

桜
町
）



川
村　

陽は

る琉
ち
ゃ
ん（
樋
上
）

父
・
浩
史
さ
ん　

母
・
智
子
さ
ん

平
成
22
年
７
月
28
日
生
ま
れ

「
沢
山
の
幸
せ
を
あ
り
が
と
う
♡
」

大
澤　

奈な

な々

ち
ゃ
ん（
持
田
）

父
・
孝
行
さ
ん　

母
・
朋
美
さ
ん

平
成
22
年
７
月
５
日
生
ま
れ

「
い
つ
も
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
♡
」
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「
立
て
ば

芍し
ゃ
く
や
く

薬　

座
れ

ば
牡ぼ

丹た
ん　

歩

く
姿
は
百
合

の
花
」
と
い

う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
今

月
紹
介
す
る

の
は
、
そ
ん

な
言
葉
が

ぴ
っ
た
り
の

和
服
姿
が
美

し
い
白
ゆ
り
民
踊
会
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

星
宮
公
民
館
で
行
わ
れ
た
日
本
舞
踊
の
講
座

が
き
っ
か
け
と
な
り
、「
き
れ
い
な
着
物
を
着

て
踊
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
平
成
12

年
に
発
足
し
た
同
会
は
、
今
年
で
11
年
目
を
迎

え
ま
す
。
現
在
、
毎
週
火
曜
日
午
前
９
時
30
分

か
ら
正
午
ま
で
、
５
人
の
メ
ン
バ
ー
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

　
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と
い
う

元
気
な
あ
い
さ
つ
か
ら
始
ま
る
練
習
は
、
礼
節

を
重
ん
じ
る
現
代
日
本
舞
踊
内う
つ
み海

流
の
師
範
内

海
翔し
ょ
う
み
よ
う

美
陽
（
野
口
由
美
子
）
さ
ん
の
方
針
で

す
。
扇
や
手
ぬ
ぐ
い
、
蛇
の
目
傘
な
ど
の
道
具

を
使
い
、
歌
に
合
わ
せ
た
踊
り
で
さ
ま
ざ
ま
な

世
界
観
を
表
現
す
る
内
海
流
は
、
振
り
付
け
が

艶
や
か
で
美
し
い
と
評
判
。
お
そ
ろ
い
の
着
物

を
身
に
付
け
た
皆
さ
ん
は
、
曲
が
流
れ
る
と
指

の
先
ま
で
神
経
を
集
中
さ
せ
、
一
つ
一
つ
の
振

り
を
丁
寧
に
踊
り
ま
す
。
手
足
だ
け
で
な
く
目

線
ま
で
気
を
配
り
、
体
全
体
を
使
い
歌
の
世
界

に
浸
っ
て
踊
る
さ
ま
は
、
息
を
つ
く
の
も
忘
れ

る
ほ
ど
。
し
か
し
、
ひ
と
た
び
休
憩
と
な
る
と
、

お
茶
を
片
手
に
お
し
ゃ
べ
り
に
花
を
咲
か
せ
る

な
ど
、
め
り
は
り
の
あ
る
時
間
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。
現
在
は
、
９
月
に
産
業
文
化
会
館
で
開

催
さ
れ
る
「
さ
く
ら
ま
つ
り
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

シ
ョ
ー
」
で
の
発
表
に
向
け
て
、
メ
ン
バ
ー
同

士
で
指
摘
し
合
い
な
が
ら
、
気
持
ち
を
一
つ
に

踊
り
に
磨
き
を
か
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
年
齢
や
性
別
を
問
わ
ず
、
気
軽
に
踊
っ
て

ほ
し
い
」
と
語
る
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
。「
体

だ
け
で
な
く
、
振
り
を
覚
え
る
た
め
、
脳
の
健

康
に
も
つ
な
が
る
」「
お
し
ゃ
れ
を
し
て
舞
台

に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
」
と
う
れ
し
そ
う
な
表

情
を
浮
か
べ
ま
す
。
風
に
揺
れ
る
百
合
の
花
の

よ
う
に
、
し
な
や
か
に
舞
う
同
会
の
皆
さ
ん
と

共
に
、
歌
と
踊
り
の
世
界
に
足
を
踏
み
入
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。

▼�

問
い
合
わ
せ　

樋
口
宅
☎
５
５
６―

０
０
４
０

小
野　

凱が
い
あ亜

ち
ゃ
ん（
下
忍
）

父
・
達
也
さ
ん　

母
・
真
理
さ
ん

平
成
22
年
７
月
11
日
生
ま
れ

「
騎
士
お
兄
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
す
く
す
く
育
っ
て
ね
！
」

栗
原　

佑ゆ
う
す
け介

ち
ゃ
ん（
須
加
）

父
・
正
幸
さ
ん　

母
・
友
子
さ
ん

平
成
22
年
７
月
22
日
生
ま
れ

「
明
る
く
元
気
に
育
っ
て
ね
♡
」

山
田　

蓮れ

お大
ち
ゃ
ん（
長
野
）

父
・
寛
大
さ
ん　

母
・
明
子
さ
ん

平
成
22
年
７
月
24
日
生
ま
れ

「
将
来
が
楽
し
み
な
我
が
子
で
す
☆
」

白ゆり民踊会
～艶

あで

やかに舞う～

さわやか
サークル
さわやか
サークル

○7月29日(金)までに電話またはＥメー
ルで広報広聴課広報広聴
担当(内線318) ※応募要
領は市ホームページをご
覧ください。

○応募者多数の場合は、8月4日(木)午
後1時30分から市役所203会議室で公
開抽選を行います。

平成22年9月生まれの
お子さんを募集します



催し・募集
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広告

▼
日
時　

７
月
10
日
㈰
午
前
７
時
～

午
後
１
時　

▼
場
所　

古
代
蓮
の
里 

▼
内
容　

蓮
粥
の
試
食
、
蓮
茶
の
振

る
舞
い
、
蓮
も
ち
つ
き
、
熱
気
球
の

試
乗
、
金
魚
す
く
い
、
風
船
つ
り
、

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
の
運
行
、大
正
琴
の
演
奏
、

ロ
ッ
ク
演
奏
、
忍
城
お
も
て
な
し
甲

冑
隊
に
よ
る
演
舞
な
ど
※
内
容
に
多

少
の
変
更
の
場
合
あ
り　

▼
主
催 

行
田
蓮
ま
つ
り
実
行
委
員
会　

▼
問

い
合
わ
せ　

同
実
行
委
員
会
事
務
局

（
太
田
公
民
館
内
）
☎
５
５
９―

４
２
９
９

▼
日
時　

７
月
９
日
㈯
午
後
２
時
～

３
時　

▼
場
所　

さ
き
た
ま
調
節
池

再
生
現
場
（
さ
き
た
ま
古
墳
公
園
北

側
） 

▼
内
容　

記
念
植
樹
、
記
念
サ

イ
ク
リ
ン
グ
な
ど　

▼
問
い
合
わ
せ 

行
田
県
土
整
備
事
務
所
河
川
公
園
担

当
☎
５
５
４―

５
２
１
１

▼
日
時　

８
月
７
日
㈰
午
前
８
時
15

分
開
会
※
雨
天
の
場
合
は
14
日
㈰ 

▼
場
所　

富
士
見
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
ほ
か　

▼
種
目　

一
般
男
子
、
一

般
女
子　

▼
試
合
方
法　

ト
ー
ナ
メ

ン
ト
方
式　

▼
参
加
費　

１
ペ
ア
一

般
１
千
円
、
中
学
生
・
高
校
生

６
０
０
円
※
大
会
当
日
受
付
で
支
払

い　

▼
申
し
込
み　

７
月
24
日
㈰
ま

で
に
行
田
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
た
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
同
連
盟
岩
崎
（
〒
３
６
５―

０
０
０
５ 

鴻
巣
市
広
田
３
５
９
８

―
Ｂ―

２
０
１
） 【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

http://w
w

w
.g

eocities.jp/
gyoudasofttennis/　

▼
問
い

合
わ
せ　

間
庭
☎
０
９
０―

１
１
０
５―

２
５
７
１

▼
日
時　

８
月
21
日
㈰
午
前
９
時 

▼
場
所　

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ　

▼

種
目　

①
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
１
部
・

２
部　

②
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

③
女
子

シ
ン
グ
ル
ス
１
部
・
２
部　

④
女
子

ダ
ブ
ル
ス　

⑤
男
・
女
シ
ニ
ア
の
部

（
50
歳
以
上
） 

⑥
中
学
生
の
部
（
男
・

女
シ
ン
グ
ル
ス
）
※
一
人
２
種
目
ま

で
と
し
、
男
子
２
部
と
シ
ニ
ア
の
重

複
は
不
可　

▼
対
象　

市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方　

▼
参
加
費　
【
シ

ン
グ
ル
ス
】
一
般
・
シ
ニ
ア
６
０
０

円
、
中
学
生
・
高
校
生
５
０
０
円 

【
ダ
ブ
ル
ス
】
一
般
１
組
８
０
０
円
、

高
校
生
１
組
５
０
０
円
※
連
盟
未
登

録
者
は
各
種
目
２
０
０
円
増
し　

▼

主
催　

行
田
市
卓
球
連
盟　

▼
後
援 

行
田
市
教
育
委
員
会
、
行
田
市
体
育

協
会　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

８
月
３
日
㈬
午
後
７
時
ま
で
に
郵
送

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
同
連
盟
事
務
局
田

島
直
也
（
〒
３
６
１―

０
０
２
４
行

田
市
小
針
２
５
８
５
）
☎
５
５
９―

３
７
８
９
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
５
９―

０
７
１
４

▼
日
時　

７
月
23
日
㈯
～
25
日
㈪
午

前
９
時
～
午
後
５
時
（
25
日
は
午
後

４
時
ま
で
） 

▼
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ　

▼
内
容 

会
員
に
よ
る
作
品
８
０
０
点
を
展
示 

▼
主
催　

行
田
絵
手
紙
あ
お
い
会 

▼
問
い
合
わ
せ　

同
会
大
沼
☎

５
５
４―
２
６
５
５

▼
日
時　

毎
月
第
１
金
曜
日
の
午
前

10
時
～
正
午　

▼
場
所　

行
田
商
工

会
議
所
会
議
室　

▼
内
容　

運
転
資

金
、
設
備
資
金
、
開
業
の
た
め
の
融

資
相
談
（
要
予
約
） 

▼
相
談
員　

日

本
政
策
金
融
公
庫
熊
谷
支
店
融
資
担

当
者　

▼
持
参
資
料　

確
定
申
告
書

お
よ
び
決
算
書
直
近
２
期
分
、
預
金

通
帳
、
借
入
明
細
、
税
金
の
領
収
書
、

免
許
証
、
社
判
・
印
鑑
、
見
積
書
（
設

備
資
金
の
場
合
） 

▼
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ　

相
談
会
前
日
ま
で
に
電

話
で
同
会
議
所
☎
５
５
６―

４
１
１
１
ま
た
は
同
金
融
公
庫
熊
谷

支
店
☎
５
２
１―

２
７
３
１

▼
日
時　

８
月
20
日
㈯
午
前
８
時
～

21
日
㈰
午
前
８
時　

▼
場
所　

総
合

公
園
自
由
広
場
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス 

▼
内
容　

約
１
㎞
の
コ
ー
ス
を
１
周

走
る
ご
と
に
１
０
０
円
を
募
金
し
、

日
本
テ
レ
ビ
の
24
時
間
テ
レ
ビ
「
愛

は
地
球
を
救
う
」
を
通
じ
て
震
災
の

被
災
地
な
ど
に
寄
付
し
ま
す
。 

▼

そ
の
他　

誰
で
も
自
由
に
参
加
で
き

ま
す
。 

▼
主
催　

行
田
24
時
間
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委

員
会　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

８
月
18
日
㈭
ま
で
に
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
、
参
加
で
き
る
時
間
を
電

話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
行
田
走
友
会

☎
５
５
６―

８
１
６
７
（
峯
）【
Ｅ

メ
ー
ル
】gyoudarc@

gol.com
（
村
上
）
※
当
日
参
加
も
可

東
日
本
大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

�

第
14
回
行
田
蓮
ま
つ
り

�

旧
忍
川
水
辺
再
生
事
業

�

現
場
披
露
会

�

第
38
回
市
長
杯
争
奪

�

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

�

行
田
市
民
卓
球
大
会

�

夏
季
冠
大
会

�

絵
手
紙
合
同
会
員
展

�

定
例
融
資
相
談
会

＊広告掲載の問い合わせは、三共印刷株式会社へ　☎５５６ー６２０１

行
田
24
時
間
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

�

リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン



▼
期
日
・
講
座
名　

①
８
月
６
日
㈯

目
に
や
さ
し
い
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
収
穫

体
験　

②
８
月
10
日
㈬ 

ハ
ー
ブ
で

作
る
化
粧
水
２
種
（
ロ
ー
ズ
ヒ
ッ
プ

と
エ
ル
ダ
ー
フ
ラ
ワ
ー
） 

▼
時
間 

各
講
座
と
も
午
前
10
時
～
正
午
（
第

１
回
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
収
穫
体
験
は
午

前
９
時
開
始
） 

▼
場
所　

県
立
羽
生

実
業
高
等
学
校　

▼
対
象　

①
小
・

　

思
春
期
の
子
ど
も
を
持
つ
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
の
子
育
て
の
悩
み
を

解
決
し
、
よ
り
よ
い
生
活
を
過
ご
す

た
め
の
こ
つ
を
学
び
ま
す
。

▼
日
時　

７
月
24
日
㈰
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分　

▼
会
場　

Ｖ
Ｉ
Ｖ

Ａ
ぎ
ょ
う
だ　

▼
対
象　

思
春
期
の

子
ど
も
を
持
つ
親　

▼
定
員　

30
人

（
先
着
順
） 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ　

７
月
１
日
㈮
～
23
日
㈯
に
直

接
ま
た
は
電
話
で
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う

だ
☎
５
５
６―

９
３
０
１

▼
日
時　

７
月
19
日
㈫
午
前
９
時
～

10
時
30
分
※
小
雨
決
行　

▼
集
合
場

所　

市
役
所
前　

▼
行
進
コ
ー
ス 

市
役
所
前
～
さ
き
た
ま
古
墳
公
園 

▼
参
加
無
料　

▼
主
催　

国
民
平
和

大
行
進
行
田
実
行
委
員
会　

▼
後
援 

行
田
市　

▼
問
い
合
わ
せ　

行
田
協

立
診
療
所
山
田
☎
５
５
６―

４
５
８
１

▼
日
時　

７
月
24
日
㈰
午
後
１
時
30

分
開
演　

▼
場
所　

パ
ス
ト
ラ
ル
か

ぞ
大
ホ
ー
ル
（
加
須
市
上
三
俣

２
２
５
５
） 

▼
内
容　
【
第
１
部
】

音
楽
部M

em
ory 

【
第
２
部
】
混

声
合
唱
の
た
め
の
「
お
ら
し
ょ
」【
第

３
部
】
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
シ
ン
デ
レ

ラ
Ⅲ
」
～
戻
さ
れ
た
時
計
の
針
～
な

ど　

▼
入
場
無
料　

▼
後
援　

埼
玉

県
合
唱
連
盟
ほ
か　

▼
問
い
合
わ
せ 

不
動
岡
高
校
音
楽
部
☎
０
４
８
０―

６
１―

０
１
４
０

▼
日
時　

①
７
月
27
日
㈬ 

②
７
月

28
日
㈭ 

③
８
月
５
日
㈮ 

④
８
月
19

日
㈮ 

午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分 

▼
場
所　

深
谷
大
里
看
護
専
門
学
校

（
深
谷
市
新
戒
７
４
９―

１
） 
▼
内

容　

校
内
見
学
、
模
擬
授
業　

▼
応

募
締
め
切
り　

①
７
月
20
日
㈬ 

②

７
月
21
日
㈭ 

③
７
月
29
日
㈮ 

④
８

月
12
日
㈮　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ　

各
応
募
締
切
日
ま
で
に
電

話
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
の
方
法
（
は
が
き
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
第
２
希
望
日
ま

で
記
載
）
で
、
同
校
☎
５
８
７―

１
３
７
０
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
８
７―

２
９
８
７
【
Ｅ
メ
ー
ル
】info@

fukaya-kango.ac.jp

中
学
生　

②
成
人　

▼
定
員　

各
20

人（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
） 

▼
受
講
料　

①
３
０
０
円　

②
１
千

円　

▼
申
し
込
み　

往
復
は
が
き
に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
講
座
名

を
記
入
し
、
実
施
日
の
２
週
間
前
ま

で
に
県
立
羽
生
実
業
高
等
学
校
農
業

カ
ル
チ
ャ
ー
講
座
係
（
〒
３
４
８―

８
５
０
２　

羽
生
市
羽
生
３
２
３
）

※
は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
講
座
申
し

込
み　

▼
問
い
合
わ
せ　

同
校
笠
原

☎
５
６
１―

０
３
４
１

広告
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思
春
期
子
育
て
講
座

 
「
ス
ト
レ
ス
を
力
に

 

～
心
に
効
く
薬
～
」

２
０
１
１
年
「
行
田
市
国
民
平
和

大
行
進
」
核
兵
器
廃
絶
を
め
ざ
し

て
一
緒
に
歩
き
ま
し
ょ
う

県
立
不
動
岡
高
等
学
校
音
楽
部

 

第
20
回
定
期
演
奏
会

 
深
谷
大
里
看
護
専
門
学
校

 

体
験
入
学

 

農
業
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座

平和のための行田戦争展
▶日　　時 8月6日(土) 午前10時30分～午後6時
  7日(日) 午前10時～午後6時
▶場　　所 コミュニティセンターみずしろ
▶内　　容

両　

日

・ パネル展示、広河隆一写真展、原爆と人間展など
・ 短編映画「一つの花」「せんすい艦に恋したクジラの話」「ヒロシマのエ

ノキ」の上映（午前10時30分～正午）

６ 

日
・ 与那覇百子さんによる体験談｢ひめゆりたちの沖縄戦｣ (午後1時30分)
・田口時次さんらによる体験談「元兵士の証言」(午後３時30分)

７　

日

・マジックショー（午前10時）
・堀田静江さんによる体験談「私の歩んだ道」(午後1時30分)
・山崎晃さんによる体験談「熊谷空襲」（午後２時50分）
・ 大野聡美さんによる体験談「ベトナム戦争の戦跡を訪ねて」(午後４時

10分)

▶入 場 料 無料
▶主　　催 平和のための行田戦争展実行委員会
▶後　　援 行田市、行田市教育委員会
▶問い合わせ 北埼教育会館☎５５３－０７４４



催し・募集

32

広告

《住民基本台帳人口》
人口85,602人　　男42,630人　　女42,972人　　世帯数32,732世帯
5月中の異動　出生68人　転入等179人　死亡70人　転出等211人

行田市の人口と世帯
（平成23年6月１日現在）

【
一
般
曹
候
補
生
】

▼
受
付　

８
月
１
日
㈪
～
９
月
９
日

㈮　

▼
対
象　

日
本
国
籍
を
有
し
、

平
成
24
年
4
月
1
日
現
在
、
18
歳
以

上
27
歳
未
満
の
方　

▼
試
験　

９
月

17
日
㈯

【
自
衛
官
候
補
生
】

▼
受
付　

８
月
１
日
㈪
～
９
月
９
日

㈮　

▼
対
象　

日
本
国
籍
を
有
し
、

平
成
24
年
4
月
1
日
現
在
、
18
歳
以

上
27
歳
未
満
の
方　

▼
試
験　
【
男

性
】
９
月
16
日
㈮
以
降　
【
女
性
】

９
月
25
日
㈰
～
28
日
㈬
の
う
ち
１
日

▼
そ
の
他　

パ
イ
ロ
ッ
ト
コ
ー
ス
や

看
護
師
を
目
指
す
コ
ー
ス
に
興
味
の

あ
る
方
や
、
７
月
に
予
定
し
て
い
る

防
衛
大
学
校
、
防
衛
医
科
大
学
校
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
参
加
者

も
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
７
月

16
日
㈯
・
17
日
㈰
に
テ
ィ
ア
ラ
21（
熊

谷
市
筑
波
３―

２
０
２
）
に
て
採
用

セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。

▼
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ　

自
衛

隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊
谷
地
域
事

務
所
（
〒
３
６
０―

０
０
３
７ 

熊

谷
市
筑
波
３―

90―

１ 

国
際
ビ
ル

２
階
）
☎
５
２
２―

４
８
５
５

▼
日
時　

７
月
16
日
㈯
午
後
２
時
開

演　

▼
場
所　
「
み
ら
い
」文
化
ホ
ー

ル　

▼
入
場
料　

２
千
円
（
当
日
券

２
千
５
０
０
円
） 

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
り

扱
い　

川
島
書
店
、
宮
脇
書
店
行

田
店　

▼
そ
の
他　

地
元
ゲ
ス
ト

（
大
将
、
潮
崎
ひ
ろ
の
）
の
出
演
あ

り　

▼
問
い
合
わ
せ　

木
下
航
志

S
um

m
er Live in G

yoda　

プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
☎
５
５
３―

４
４
２
６

▼
日
時　

①
７
月
28
日
㈭ 
②
８
月

26
日
㈮ 

③
９
月
10
日
㈯ 
い
ず
れ
も

午
後
１
時
30
分
～
４
時　

▼
場
所 

県
立
中
央
高
等
技
術
専
門
校
（
上
尾

市
戸
崎
９
７
５
） 

▼
内
容　

学
校
説

明
、
入
試
情
報
、
見
学
、
実
習
体
験 

▼
対
象　

も
の
づ
く
り
に
興
味
の
あ

る
高
校
生
お
よ
び
一
般
の
方　

▼

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

開
催

日
の
前
日
ま
で
に
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

同
校
☎
０
４
８―

７
８
１―

３
２
４
１
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
０
４
８―

７
８
１―

８
９
９
０
【
Ｅ
メ
ー
ル
】

n8
1

3
2

4
1

@
pref.saitam

a.
lg.jp

 

自
衛
官
募
集

県
立
中
央
高
等
技
術
専
門
校

 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

飲
酒
運
転
撲
滅

「
木き

下し
た

航こ
う

志し　

声
魂
」
ラ
イ
ブ

の
子
ど
も
に
は
保
護
者
の
付
き
添

い
が
必
要
で
す
。
プ
ー
ル
の
利
用

に
は
身
長
制
限
あ
り
。
障
害
者
減

額
制
度
あ
り
。 

▼
問
い
合
わ
せ 

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
ま
た
は
市
民

プ
ー
ル
☎
５
５
５―

２
４
５
５

▼
日
時　

毎
週
金
曜
日
午
後
４
時

～
５
時　

▼
場
所　

市
民
プ
ー
ル 

▼
内
容　

水
慣
れ
、
基
礎
的
な
水

泳
指
導
、
水
中
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン　

▼
対
象　

小
学
１
年
生
以
上

の
児
童　

▼
会
費　

月
額
２
千
円 

▼
定
員　

15
人
程
度　

▼
そ
の
他 

募
集
人
数
の
う
ち
、
10
人
程
度
が

８
月
か
ら
、
残
り
が
９
月
か
ら
の

入
会
と
な
り
ま
す
。 

▼
申
し
込

み　

７
月
15
日
㈮
午
後
４
時
30
分

に
直
接
市
民
プ
ー
ル
２
階
会
議
室

※
１
人
に
つ
き
１
人
分
の
申
し
込

み
の
み
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
る
た
め
、
時
間
に
遅
れ

た
方
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。（
権

利
の
譲
渡
不
可
） 

▼
問
い
合
わ
せ 

市
民
プ
ー
ル
☎
５
５
５―

２
４
５
５

▼
期
間
・
時
間　

７
月
23
日
㈯
～

８
月
28
日
㈰　
【
昼
間
の
部
】
午

前
10
時
～
午
後
５
時　
【
夜
間
の

部
】
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

※
天
候
な
ど
に
よ
り
変
更
の
場
合

あ
り 

※
次
の
期
間
は
利
用
不
可

【
屋
内
プ
ー
ル
】
日
曜
日
の
午
前

11
時
ま
で
【
屋
外
プ
ー
ル
】
夜
間

【
幼
児
プ
ー
ル
】
終
日　

▼
利
用

料
金　

一
般
・
学
生
（
高
校
生
以

上
）
１
５
０
円
、児
童
・
生
徒
（
３

歳
～
中
学
生
）
70
円
、
幼
児
（
３

歳
未
満
）
無
料　

ロ
ッ
カ
ー
利
用

料
金
50
円　

▼
そ
の
他　

就
学
前

申し込み・問い合わせ

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

（財）
市
民
プ
ー
ル

 

夏
期
プ
ー
ル
の
開
設

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
ク
ラ
ブ

「
ウ
ォ
ー
タ
ー
キ
ッ
ズ
」
会
員
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固定資産税・都市計画税・・２期	 国民健康保険税・・・・・・１期
介護保険料・・・・・・・・１期	 後期高齢者医療保険料・・・１期	 納期限　８月１日（月）

今月の納税

▼
日
時　

10
月
22
日
㈯
午
後
２
時
開

演　

▼
場
所　
「
み
ら
い
」文
化
ホ
ー

ル　

▼
内
容　
【
第
１
部
】
体
に
障

害
の
あ
る
子
供
た
ち
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト　
【
第
２
部
】
公
募
で
集
め

た
詩
に
曲
を
付
け
て
演
奏
す
る　

▼

入
場
料　

１
千
円　

▼
後
援　

行
田

市
教
育
委
員
会
ほ
か　

▼
そ
の
他 

第
２
部
で
発
表
す
る
詩
を
募
集
し
て

い
ま
す
。【
作
品
】 

テ
ー
マ
、
形
式

は
自
由
（
未
発
表
の
も
の
に
限
る
） 

【
資
格
】 

市
内
お
よ
び
近
郊
に
在
住

の
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方　

①
障
害
を
お
持
ち
の
方
お
よ

び
そ
の
家
族　

②
介
護
者　

③
特
別

支
援
学
校
の
生
徒
お
よ
び
そ
の
家

族
、
学
校
職
員　

④
高
齢
者
施
設
に

入
所
・
通
所
さ
れ
て
い
る
方
お
よ
び

そ
の
家
族
、
施
設
職
員　
【
応
募
方

法
】　

８
月
15
日
㈪
ま
で
に
郵
送
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
〈
夢

の
は
な
奏
で
あ
い
〉
愛
の
ほ
ほ
え
み

コ
ン
サ
ー
ト
埼
玉
事
務
局
増
田
方 

【
郵
送
】
〒
３
６
０―

０
８
３
５ 

熊

谷
市
大
麻
生
１
１
３
８―

１　
【
Ｅ

メ
ー
ル
】 http://yum

ekana.
org

/　

▼
問
い
合
わ
せ　

同
コ
ン

サ
ー
ト
実
行
委
員
増
田
☎
０
８
０―

３
７
０
３―

４
５
１
２

愛
の
ほ
ほ
え
み
コ
ン
サ
ー
ト

�
ｖ
ｏ
ｌ
．
４　

ｉ
ｎ　

Ｇｙ
ｏ
ｄ
ａ

職　　種 勤　務　時　間 採用人数・対象 時　　給 採用期間 申し込み・問い合わせ

一般監視員

午前９時30分～午後５時15分
または午後６時30分～９時

（夜間の始業が午後５時30分からの場
合あり）
※時間応相談

20人程度
※ 高校生以上の方（満15

歳になって最初の３月
31日を迎えている方）

※泳げる方（25ｍ程度）
※監視員経験者歓迎

【高校生】
昼間800円
夜間750円

【一般・大学生】
昼間850円以上
夜間800円以上

７月20日～
８月28日

市民プールにて配布しているエントリー
シート（いきいき財団ホームページからダ
ウンロード可）と履歴書（写真貼付）を添え
て市民プール窓口へ提出してください。
※選考方法：書類審査および面接試験

市民プール（本丸3-5）
☎５５５－２４５５
http: //www. ik i ik i -zaidan.or. jp/
greenarena/

プール受付
午前９時30分～午後４時30分
週３～４日程度のローテーション勤務
※時間応相談

若干名（18歳以上の方） 800円 ７月23日～
８月28日

「夏季限定」市民プール監視スタッフ

各
回
40
人
（
先
着
順
） 

▼
参
加
費 

１
回
５
０
０
円　

▼
そ
の
他　

運

動
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
※
小
さ
な
お
子
さ
ん
を
連

れ
て
の
受
講
は
で
き
ま
せ
ん
。 

▼
申
し
込
み　

各
開
催
日
当
日
受

け
付
け（
時
間
ま
で
に
直
接
窓
口
）

▼
日
時　

８
月
７
日
㈰
・
21
日
㈰
・

27
日
㈯
、
９
月
３
日
㈯
・
18
日
㈰
、

10
月
８
日
㈯
・
15
日
㈯
・
22
日
㈯

（
全
８
回
）
午
前
９
時
～
正
午 

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館
第
２
会

議
室
ほ
か　

▼
内
容　

日
本
舞
踊

の
実
技
お
よ
び
邦
楽
器
の
体
験 

▼
対
象　

市
内
の
小
学
生
～
高

校
生
※
邦
楽
器
の
体
験
は
小
学

３
年
生
以
上
の
方　

▼
定
員 

40
人
（
先
着
順
） 

▼
参
加
費 

２
千
５
０
０
円
（
保
険
料
含
む
） 

▼
申
し
込
み　

７
月
16
日
㈯
午
前

10
時
か
ら
同
館
（
電
話
受
け
付
け

は
翌
日
午
前
10
時
か
ら
）

　

８
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰
は
、
全

施
設
定
期
点
検
の
た
め
臨
時
休
館

と
な
り
ま
す
。

▼
日
時　

７
月
23
日
㈯
午
前
10
時

開
演　

▼
場
所　

古
代
蓮
会
館
休

憩
所　

▼
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏　

加

藤
栄
さ
ん　

▼
入
館
料　

大
人

４
０
０
円
、
小
人
２
０
０
円
※
未

就
学
児
童
無
料

▼
日
時　

７
月
８
日
～
８
月
26
日

の
各
金
曜
日
午
後
３
時
～
４
時 

▼
場
所　

市
民
プ
ー
ル　

▼
内
容 

泳
ぎ
の
苦
手
な
方
の
た
め
の
水
泳

教
室　

▼
定
員　

各
回
20
人
（
先

着
順
） 

▼
対
象　

高
校
生
以
上
の

方　

▼
参
加
費　

１
回
５
０
０
円 

▼
持
ち
物　

水
着
、タ
オ
ル
、ゴ
ー

グ
ル
、
ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ
プ 

▼
そ
の
他　

お
子
さ
ん
を
連
れ
て

の
受
講
は
で
き
ま
せ
ん
。 

▼
申

し
込
み　

各
開
催
日
当
日
受
け
付

け
（
時
間
ま
で
に
直
接
窓
口
）

▼
日
時　

７
月
１
日
～
８
月
26
日

ま
で
の
各
金
曜
日
午
前
10
時
30
分

～
11
時
30
分　

▼
場
所　

グ
リ
ー

ン
ア
リ
ー
ナ
柔
道
場　

▼
定
員 

商
工
セ
ン
タ
ー

�

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

ハ
ー
モ
ニ
カ
コ
ン
サ
ー
ト

ア
ク
ア
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆

�

初
心
者
ら
く
ら
く
水
泳

手
ぶ
ら
で
ヨ
ガ
教
室

伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室



G
y

o
d

a
 C

it
y

 P
u

b
lic

 R
e

la
t

io
n

s
G

y
o

d
a

 C
it

y
 P

u
b

lic
 R

e
la

t
io

n
s

G
y

o
d

a
 C

it
y

 P
u

b
lic

 R
e

la
t

io
n

s
G

y
o

d
a

 C
it

y
 P

u
b

lic
 R

e
la

t
io

n
s

　

天
正
18
年
（
１
５
９
０
）
８
月
、
関
東
に
入
っ

た
徳
川
家
康
は
家
臣
の
松
平
家
忠
を
忍
城
に
派
遣

し
ま
し
た
。
家
康
は
当
初
か
ら
四
男
松
平
忠
吉
を

忍
城
主
と
す
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
忠
吉
は
こ
の

と
き
10
歳
で
、
豊
臣
秀
吉
の
人
質
と
し
て
大
坂
に

滞
在
し
て
い
ま
し
た
。
忍
城
も
石
田
三
成
の
水
攻

め
に
よ
り
破
損
し
た
た
め
、
暫
定
的
に
家
忠
を
忍

城
に
入
れ
て
、
城
の
修
復
と
周
辺
の
治
安
維
持
に

当
た
ら
せ
た
の
で
す
。
家
忠
は
１
年
半
ほ
ど
滞
在

し
た
後
、
忍
城
を
忠
吉
の
家
臣
た
ち
に
引
き
渡
し

ま
し
た
。

　

忍
城
に
入
っ
た
松
平
忠
吉
で
す
が
、
実
際
に
は

家
老
の
小
笠
原
吉
次
ら
重
臣
た
ち
が
政
務
を
担
当

し
て
い
た
よ
う
で
す
。
関
ヶ
原
の
合
戦
で
は
一
番

槍
を
約
束
さ
れ
て
い
た
福
島
正
則
を
出
し
抜
い
て
、

義
父
の
井
伊
直
政
と
共
に
抜
け
駆
け
の
先
陣
を
果

た
し
ま
し
た
。
合
戦
後
は
52
万
石
の
領
地
を
与
え

ら
れ
、
尾
張
国
清
洲
城
主
と
な
り
ま
し
た
。

　

忠
吉
が
忍
城
を
出
る
と
城
主
は
置
か
れ
ず
旗
本

が
城
代
を
務
め
、
周
辺
の
土
地
は
幕
領
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
期
間
が
30
年
ほ
ど
続
き
ま
す
が
、
検

地
が
行
わ
れ
年
貢
の
徴
収
制
度
が
成
立
す
る
な
ど
、

江
戸
時
代
の
政
策
の
基
礎
が
出
来
上
が
っ
て
い
き

ま
し
た
。
ま
た
、
徳
川
家
康
が
鷹
狩
り
で
７
度
忍

城
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

三
代
将
軍
徳
川
家
光
の
時
代
、
寛
永
10
年

（
１
６
３
３
）
に
幕
府
の
老
中
松
平
信
綱
が
三
万
石

を
与
え
ら
れ
忍
城
主
と
な
り
ま
し
た
。
信
綱
は
子

ど
も
の
と
き
か
ら
家
光
に
仕
え
た
側
近
で
す
。
老

中
は
国
政
を
担
当
す
る
た
め
、
常
時
江
戸
に
滞
在

し
て
い
ま
す
。
信
綱
も
忍
に
戻
る
機
会
は
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
在
任
中
に
九
州
で

島
原
の
乱
が
起
こ
り
、
信
綱
は
幕
府
軍
の
総
司
令

官
と
し
て
現
地
に
派
遣
さ
れ
、
乱
を
鎮
圧
し
ま
し

た
。
そ
の
功
績
に
よ
り
寛
永
16
年
（
１
６
３
９
）

に
六
万
石
に
加
増
さ
れ
て
川
越
城
主
と
な
り
、
代

わ
っ
て
老
中
阿
部
忠
秋
が
五
万
石
を
与
え
ら
れ
忍

城
主
と
な
り
ま
し
た
。
忠
秋
も
信
綱
と
同
じ
よ
う

に
家
光
の
小
姓
か
ら
老
中
ま
で
出
世
し
た
政
治
家

で
す
。
こ
れ
以
降
、
文
政
６
年
（
１
８
２
３
）
ま

で
１
８
４
年
に
わ
た
り
忍
城
は
阿
部
家
の
時
代
が

続
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

�

（
郷
土
博
物
館　

鈴
木
紀
三
雄
）

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。

■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■市報をカセットテープに録音したものを希望者�
　宅にお届けします。
　�ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当
　（内線318）までご連絡ください。
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環境にやさしい大豆油インキ
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徳
川
家
康
・
家
光
と
忍
城
主

　６月12日、古代蓮の里東側の水田で、田んぼアート米づくり田植え体験事業が行わ
れ、６６８人もの参加者が集まりました。今年は、歴史小説「のぼうの城」のカバー
イラストとして描かれている成田長親・石田三成と東日本大震災の復興へのメッセー
ジが題材。参加者は、泥に足をとられながら、苗を植えていました。
　なお、田んぼアート面積が「世界一」となることから、ギネス世界記録に申請をす
る予定。行田の魅力が世界に発信されることでしょう。

徳川家康画像（忍東照宮所蔵）

　このコーナーでは、行田の歴史や名所、名物などを行田ゼリー
フライキャラクターのこぜにちゃんが分かりやすく紹介します。ちゃん

行く
が

!こぜに
with フラべぇ

　昭
しょうわ

和46年に焼
しょうきゃくじょ

却場を建
けん

設
せつ

する工
こう

事
じ

の時
とき

、地
ちちゅう

中にあった蓮
はす

の実
み

が掘
ほ

り起
お

こされて自
し

然
ぜん

に芽
め

を出
だ

した行
ぎょうだはす

田蓮。今
いま

では、行
ぎょうだ

田の夏
なつ

を
彩
いろど

る代
だいひょうてき

表的な花
はな

として、市
し

の天
てん

然
ねん

記
き

念
ねん

物
ぶつ

に指
し

定
てい

されているんだよ。
　行

ぎょうだはす

田蓮は、約
やく

1400～ 3000年
ねん

前
まえ

の蓮
はす

だといわれていて、濃
こ

い
ピンク色

いろ

の花
はな

びらが特
とくちょうてき

徴的。この行
ぎょうだはす

田蓮をはじめ、たくさんの
種
しゅるい

類の花
はな

蓮
はす

が楽
たの

しめるのが「古
こ

代
だい

蓮
はす

の里
さと

」なんだ。42種
しゅ

類
るい

12万
まん

株
かぶ

の蓮
はす

が咲
さ

くシーズンには、朝
あさ

早
はや

くから多
おお

くの観
かんこうきゃく

光客でにぎわう
んだよ。なぜ早

そうちょう

朝かって？それは、蓮
はす

が満
まん

開
かい

になる時
じ

間
かん

は午
ご

前
ぜん

７
時から９時

じ

だから。みんな早
はや

起
お

きして見
み

に来
き

てね。

行
ぎょう

田
だ

蓮
はす

・古
こ

代
だい

蓮
はす

の里
さと
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